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特 長特長
1．土台・骨組がすべて軽量形鋼で堅牢軽量です。

基礎杭などの必要はなく，地ならしだけで建てられます。

2．壁・屋根がパネル式で，組みたて・解体が簡単です。

すべての規格が統一されていて，応用自在です。

3．収容人員に応じて，奥行の伸縮が可能です。
4．上段ベットを外し，通路の形鋼に乗せれば平家建となります。

鋼で堅牢軽量です。

地ならしだけで建てられます。

みたて・解体が簡単です。

いて，応用自在です。

伸縮が可能です。

形鋼に乗せれば平家建となります。

1．土台・骨組がすべて軽量

基礎杭などの必要はなく

2．壁・屋根がパネル式で，

すべての規格が統一され

3．収容人員に応じて，奥行
4．上段ベットを外し，通路

’

営業品目

①アサヒのワイヤロープ⑥久保田のヂィーゼルエンヂン
②マッカラーチェンソー⑦久保田の発電機
③南星式集材機⑧金谷の安全タワー捲取機
④岩手富士集材機⑨山林用/、ウス「キノロツヂ」
⑤I､ラクテルチルホール⑩その他林業機械

株式

秋月

《
云 社社
常
偶
眉

東京都江東区洲崎癖天町2～6電(645)0995.1750.2933
名古屋市中区車町2丁目1番地電(23)代表3171－4
札幌市南一条2ノ9番地麺(3)4782･2550
秋田市亀ノ丁虎ノロ麺（2）667．5826
前掘市細ケ沢町7勝地麺（2）6765
在山市名田町3丁目81審地恋寓山943
大阪市浪速区新川3丁目630の3番地電(63)5721～4
釧路市松浦町3の8盃（2）4588
北見市北四条西6丁目冠2085
甲府市相生町6番地麺（3）607O
仙台市本荒町17番地盃（22）7749．4442

月商 （2）

〆



涯翰駅~吾デー穆愈。2'‘l‘鋤｡燕，竜一毎壗奉麺霊～

農林省農薬登録第5775号

妻
－

菫
《
零
重
三
宝
竜
一
垂 ひ

.： 9

リ
翰即 画

’

1
畏

9

●

一コ

各 営林局御使用全苗連御指定

○主剤シクロヘキシミド

○薬害ばなく強力に樹液に浸透し殺菌しま

○造林地には高濃度少録散布が有効です
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営業種目｜
丸鋸・帯鋸・丸ナイフ
マイタソ一・金切鋸等

製材・木工･漁業･鉄工
.製樽・石材用その他各
種鋸の製造販売，製材
木工用機械工具の販売

丸鋸とともに半世紀……

パス印丸鋸は

最古の歴止と最新の技術とにより
保証されています
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天篝製鋸職式会和
本社工場浜松市天龍川町545の2TEL浜松②3314中野町21
束京支店東京都千代田区神田仲町1の6TEL(251)4831～3

大阪支店大阪市西区江戸堀上通り2の27TEL(44)0863･4302

秋田支店秋田市楢山長沼町87の2.TEL秋田2547･5927
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I 牛方式ポケットコンパス

成長錐，距離計
ダプルオプチカルスクェア

ブラントンコンパス

ラ コン
最も軽快なトランシツト

5分読水平分度

防水磁石盤

正像10X

アルティレベル
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東京都大田区調布千鳥町40

牛方商会工場
TEL(751)024211
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(説明書送呈）
本社東京都中央区日本締塞町2の1（三井西3分208号）
趣稲日本橘(241)719･720･3831･3966･5"7

営業所東京都中央区日本橋本石町3の4菊池ビル二階
電鑛日本樵“1）0381(代表） |’
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近代的設備・高度な技術・完全な品質管理

しすべてのチェーンソーに使用出来ます4

Ａ
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東京都板僑区志村町1-14TEL(966)0106～9
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ご挨拶

総会を終えて

、
卓

？

男憲理事長石谷全

過日本会の第18回通常総会を開催いたしましたところ，きわめて多数会員のご出席を得まして，盛

会裡に挙行できましたことを，まずもって厚くお礼申し上げます。たまたま今回の総会は役員の改選

期に当たりまして，その選出が行なわれましたところ，ごく少数の人を除いて大部分の方が重任され
る.ことと相なり，不肖私が引き続き理事長の大任を負うことになりました。ここに役員を代表いたし

まして会員の皆様にご挨拶申し上げる次第であります。

今さら申し述べるまでもないことでありますが，日本林業の進むぺき目標は，国民経済の伸長と社

会生活の進歩向上に対応して，林業の発展と林業従事者の地位向上を図り併せて国土の保全に寄与す
ることであります。このような趣旨をもって，今国会には林業基本法案が提案されているのでありま

すが，林業界はあげて，法案の早期成立を期待している次第であります。このことはいわばわが国の
林業が一大転期に立っていることでありまして，この目標を達成するためには，林業技術の発展開発

が絶対的の要件でありまして，本会の果すべき責務のきわめて大なことを痛感する次第であります。

この時に当たりまして，再度理事長の重責に任ぜられましたことは私にとって真に身の締まる思い
であります。

幸い本会も，昨年来実施してまいりました会員倍増計画も，支部，分会他会員各位の並点ならぬご

支援によりまして逐次実績を上げ，当初に比べ，すでに約50％程度目標を達成したのでありますが，
今後はこれら熱意に満ちた1万5千名会員の力強いご支援の下にその目標達成に最善の努力を尽した
い所存であります。

また過日の総会において決定されました本年度の方針のうちでも最も重要な事項として考えられる
ことは，林業技術の振興に関する事項でありまして，これにつきましてはいろいろの施策もあろうか

と存じますが，(1)各種研究会を設けて林業技術の振興を図る，(2)林業技術に関する相談や指導に関す

る施策を推進する，(3)海外林業技術との交流，ならびに林業技術の海外進出に関する協力体制，(4)他

部門の科学技術会団との協調を図り林業技術の総合的な発展を期する，等を主点としてやっていきた

いと考えております。さらに，会員並びに支部との連繋を緊密にし，また航測部門に関しましては，

林業における航空写真利用の高度化を図るため，積極的な研究の推進を期したい所存であります。

このような方針に向って，その目的を達成することは，なかなか容易ならぬことであろうかと思い

ますが，会員各位のご支援によって，一歩一歩前進し，ともかく転換期にある日本林業の発展に皆様

方の名において大きく寄与いたしたいと存ずる次第でありますので，何卒会員各位の絶大なご協力を
お願い申し上げ．ご挨拶といたします。
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らなっているが，問題なのは，一般教育が当初の

理念にそって，その目標を達成しているかどう

か，その理念に混乱を生じているのではないかと

いうことである。このことは，一般教育の本質的

な問題点であるが，それに加えて，専門教育の基

礎学科目の割りこぶを要求するという問題が，専

門教育側から提起されていることである。もちろ

ん一般教育は，結果的には専門教育の基礎教育で

あると考えられるが，一般教育の目標は必ずしも

そこにあるのではない。すなわち，一般教育の目

標は，その専門のいかんにかかわりなく，人生と

学問体系との関連において，深く専門を理解し，

把握するための，また複雑な社会の中において適

正な批判力と判断力をもって行動するための，知

性，知恵を身につけるにある。換言すると，一般

教育は人間形成の場であるといえよう。そしてい

わゆる技術教育も人間形成の基轆の上に樹立され

てこそ価値があるといっても過言ではなかろう。

とにかく一般教育の当初の理念は現在において

も，なんら誤りがあろうとは考えられないが，た

だその理念に混乱を生じ，またその目標が十分達

成されていないところに問題があるわけである。

また一方において，科学技術が高度化し，分化

した技術革新の世の中においては，専門教育に割

りあてられた2年～2年半の短期間では，とうて

い社会の要請に応じた教育は困難であるというと

ころに専門教育の悩象がある。それで専門の基礎

教育科目を一般教育の場に持ちこもうとする動き

が生じるのである。以上のような理由で，現在一

般教育のあり方について，あらゆる角度から検討

し，一般教育の教育効果をより大ならしめようと

苦慮しているのである。

専門の基礎教育の充実強化については，技術革

新の渦中にある工学関係が特に熱心なようであ

る。いま機械工学を例にとって，その教育内容を

承ると，もはや個々の機械についての具体的な講

義は不可能であるといわれているが，このような

識義は無意味だと極論するものもある。それより

も基礎学を充実した方が効果的だということであ

る。またこのような学問の分野でも哲学，宗教，

芸術等の素養が重要となっているといわれてい

る。それで現在，大学卒を産業界にすぐ役立たせ

制大学新

と

林学教育．

､

毎
句

≠一b耳ヂー争寺noーーー寺

■

〔東京挫工大学艇学部教授〕

伏谷伊一

まえがき

新制大学も発足以来，すでに10有余年になる。

この間わが国の経済も急速に復旧し，特にここ数

年の経済の高度成長は，全く著しいものがある。

したがって社会の大学教育に期待するところが大

で，人的資源というような新語が，なんらの抵抗

も感じないで一般に使われるようになったのも理

由のないことではない。全く現代は技刺輝新の世

の中である。このような社会情勢の中で，新制大

学はどのような状態にあるのであろうか。また新

制大学自体にとっても，教育のあり方について検

討しなければならない時期に到達していることも

否定できない。しかしながら，新制大学はこの10

有余年の過程において，発足当時より，その内容

はすべての点において充実したことはいうまでも

ないが，決して満足すべき状態でないことを卒直

に認めねばならない。

ところで新制大学は一般教育と専門教育とから

なっていることは，旧制大学と異なった特色であ

るが，現在このような新制大学のあり方について

検討されねばならない時期に到達していることは

前述の通りである。そしてこの問題は，第一に一

般教育のあり方についてであり，第二に専門教育

の充実強化，体質の改善についてである。

1．新制大学のあり方

細別大学教育は，1年半～2年の一般教育と，

2年半～2年の専門教育からなっている。そして

新制大学共通の問題として目下論議の中心になっ

ているのは，一般教育のあり方についてである。

一般教育は一般教育科目（人文系列，社会系列，

自然系列)，外国語科目および保健体育科目とか

一

ｰ

」

げ

一

一

、
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りあげ,られている。林学教育ならびに水産学教育

も，これについで，その体質改善問題が近く具体
化しようとしている。そこで問題なのは，林学教

育の体質改善であるが，とにかく林業が近代的産
業として，飛躍的発展をとげねばならないことは

当然であるが，この事態に即応して，その教育内
容の充実強化，体質改善を推進する場合，農学教

育や水産学教育に比較して，相当困難な立場にお
かれていることは否定できないであろう。という

のは股学関係では，すでに股学科，農芸化学科，

幾業工学科に分化しているし，水産に関しては，

水産大学，水産学部等がすでに存在しているの

で，その体質改善もわりに容易であろうが，林学

は未分化のままの時点で，その内容の充実強化と

体質改善を図らねばならないことである。

林業に課せられた重要問題は，林業の近代化で

あるが，当面の問題として，林業擶造の改善，林
業生産の拡大，土地生函生，労働生産性の向上，

林業の企業化等であるが，また林業と関連して，

国土の保全，水資源の掴養確保，自然・風致の保

談活用等の問題がある。なおまた木材の生産と関
連して，林産工業の発展，近代化の問題がある。

以上のように，林業，林産に関して多くの困難

な課題を有しているので，林学教育に課登られた

責任も重大なものがある。林産に関しては，業界

の強い要望もある，林産学科が林学科から分離独
立しなければならない時期に到達していることは

いうまでもない。そこで残された林学教育をどの
ような姿に再編成するかということが当面の重要
課題であると考えられる。

いま林学教育の学科内容を考えてゑると，これ

を大きくわけて，森林生産，森林工学および林業

経営の三分野とすることができるが，これらは学
問の体系からみると，それぞれ異質である。そし
て現実の林学科は，これらの三分野をはな‘はだ不
完全な姿で包蔵し､ているといえよう。林学は幅の
広い奥行の浅い学問であるといわれるのも理由の
ないことではない。前にも述べたが，現在専門の

基礎学科の充実ということが重要視されている

が，これらの三分野を考えても，それぞれ専門の

基礎学科が違ってくる。現在の林学科を考えて

も，学生の単位取得に際して，必修科目があまり

ようなど考えるのが無理な話であるし’それより

も将来の有能な専門家の素材と考えるのが妥当で

あろう。それで有能な専門家の謎成については，

もちろん大学側にも責任があるが，それと同時に

受けいれ側にも，専門家が育つような受けいれ態

勢を整えることが重要であろう。転女と分野の違
った職場を移動するのでは，専門家が育つはずが

ないのである。自動車工業において，自動車設計

の専門家養成についてその筋の権威者の語るとこ

ろによると，大学卒の専門家となる歩止りはよく

ないそうである。そしてこれがわが国自動車工業

の悩みとなっているとのことである。

いずれにしても，大学教育の価値というのは，

より高度な専門教育を行なうことにあることはも

ちろんであるが，また一方一般教育において’も

のの考え方，批判力，判断力，創造力を培い，ゆ

たかな人間性を育成することにも大きな比重を見

出すのである。

2．林学教育

わが国における林学教育は，国有林を中心とし

た林業経営に必要な人材の養成を目的として行な

われてきたと考えて誤りがなかろう。そして戦前

の林学教育は旧制大学と挫林専門学校によって行

なわれてきたが，戦後は新制大学の発足により,

現在24大学の農学部において行なわれており，入

学定員791名である。そして現在三大学において

林産学科の分離独立をみているが，その入学定員

も少なく，その他の大学では，未分化のままの単
一の林学科で教育が行なわれている。もっとも過

去数年来林学教育に関する研究は行なわれてきた
が，林学教育の充実，改善に関する具体的な動き
は，ほとんどなかったように思われる。

また林学は応用科学である以上，就職の分野と

教育とは無関係でありえない。この点から考える
と，戦前と戦後では，就職の分野は相当変化して

いるようである。戦前は国有林への就職者は多数
にのぼったが，戦後国家公務員制度が実施されて

から，急激に採用人員が減少したことである。ま

た一方戦後特にここ数年来，林産工業方面への就

職者が急増したことである。

ところで，農学教育に関しては，農業構造の改

善に既応して，その体質の改善問題が具体的にと
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淀多く，選択科目は，ごくわずかしかとれない状

態であ,り，学生に対しても決して好い影響を与え

ていないようである。科学技術の進歩発展から考

えても，これらの三分野を分胤|蝕立せしめて，よ

り充実した姿とすることが望ましいが，諸般の情

勢から考えて，現在このような分化は実現性の乏

しいものと考えざるをえないであろう。ただ将来

に向って少なくとも二学科程度の分化独立の実現

への努力はつづけたいものである。

ところで，現実の林学科から林産関係の講座を

除くと，例外はあるが，一般に3～4講座に過ぎ
ないし，それらはほとんど従来のままの姿であっ

て，しかも不完全諦座が多いのである。このよう

な状態では，とうてい林業の近代化に即応した林

学教育は望むことはできない。いま林業の機械化
について考えて承ても，林業機械学講座を有して

いる大学は存在しないのではなかろうか。このよ

うな状態では，林業機械に関する技術者も研究者
も育たないし，林業機械の関発も望めないのでは

なかろうか。また近年特に問題になっている自然

風致の保護活用にしても，風致工学講座の存在し
ない林学では，ただ観念論に終る公算の大きいこ
とがけ念される。また樹病，森林保護の重要性
は’人工造林の拡大につれて，ますます大となろ

うとしているとき，この分野における林学の実態
はどうであろうか。農学関係では，すでに植物防
疫学科の分離独立を承た大学も存在するのであ
る。このような例は他にも相当数存在するが，と

にかく，林学に新設しなければならない講座も相

当数にのぼるので，林学科という単一学科に，必
要なすべての講座を設置することは無理な話であ
る。日本林学会誌の編集の悩承は，とりもなおさ

ず林学の未分化の悩桑といえると思う。このこと
は林学の宿命ということで，やむをえないといえ

ば，それまでであるが，とにかく将来も林学は未
分化でいいとはいえないであろう。

いずれにしても現時点において，林学の分化が

困難だとすれば，上記の三分野のいずれかに重点
をおいた特徴を持たせた林学科に編成換えする

か，あるいは，コース制を採用して，林学科の内
容の充実強化と体質改善を図るほかないように思

われる。しかしながら，林産学科の独立にも限度

があるので，ある大学では，林学科の分化を考え

てもいいのではなかろうか。またその可能性もな
いとはいえないと思う。

あとがき

以上新制大学の問題点と林学教育の充実強化と
体質改善について述べてきたが，特に林学はその
対象が，複雑で偉大な自然であるだけに，はなは

だむずかしい学問であるとしゑじ象思うのであ

る。かつて航空力学の権威河田三治博士が，「林
学はむずかしい学問ですね，林学に比して工学は
やさしい学問ですよ｡」といわれたが，今もその
言葉を忘れることはできない。それにしても，林
学に関する研究は著しい進歩をとげていることは

申すまでもない。林学会誌の論文をゑても，むず
かしい論文があまりに多くなっている。このこと

は，また一方林業には学問的に異質の分野が多い

ということを意味していることも否定できない事
実であろう。

ところで，現在林学教育は総合教育だとする主

張もかなり存在しているが，総合教育の重要性も
理解できるし，また林業界の大学卒の受け入れ態
勢の実状からしても，その主張はうなずけるので

ある。しかし林業の近代化が叫ばれ，高度の林業
技術の基盤を必要とするとき，林業界にも林業の
優秀な専門職を必要とすることは当然であろう。
とにかく，林業の近代化の実現のためには，林学
と林業とが密接な協同態勢を樹立することがなに

より大切だと思うのである。林産工業界の強い要
望により，林産学科の独立が近く実現する運びに
なろうとしている。林学教育についても，各大学

が林業近代化に即応した林学教育の充実，体質の
改善に熱意をもやしており，林業に役立つ卒業生
を業界に送り出そうと努力している。それで林業
界も林学教育の発展のためご援助をいただきたい
し’また専門家の育つような受け入れ態勢を整え
ていただきたいものである。

なお「大学における林学教育の改善について」
と「大学における水産学教育の改善について」が
文部省大学術局より出されたことを記しておく。
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森林の開発利用，管理経営の合理化を図るために

必要な林道路線を5万分の，の地図に具体的に挿

入した結果，これが民有林の場合13.7mとなった

ものである。

表1林道の現況(昭和37年5月5，日現在)および目標

民有林道の

現況◆

分国民別|車道以一上|その他｜計区

長島栄吾

〔林野庁林道課〕

９
０
９

１
１
２

１
ろ
４

１
９
９

５
８
３１

国
民
計

林道による利用区
域而職(1,000ha)

現総延長
(km)

I

国
民
計
国
民
計

:鯛
6,8181’

一

２
１
３
刈
副
制
川
副

－
４
４
４

６
６
２

１
７
９

■
９
Ｇ
ケ

２
８
０

２
５
６

24,420

45,521
67，741’

国の補助による民有林林道については，大正15

年「林道共同施設奨励事業」として発足し，以来

40年に達するわけであるが，その間社会経済の大

きな変動の中に幾多の変遷を経て今日に至ってい

る。国有林においてもこれより早く明治45年当時

から林道の開設を進めてきているが，林道の目的

とするところは林産物の生産にあったことはいな

むべくもない。

しかしながら林道の性絡として，森林資源の

開発等林産物の搬出のための承でなく，森林の保

談管理の能率化，林業経営の高度化のためにも当

然必要な施設であって，そのほか一般交通の用に

も供されているところから，山林地帯の経済振興

に，あるいはまた地元民の福祉の向上に寄与して

いるところである。

この林道の総延長は，国有林林道が約24,.000

km,民有林林道が約43.000kmで合計約67.000

km(表1参照）に達しているが，このうち車道以

上の林道密度(利用区域面積1ha当りの林道延長）

は，国有林4.3m,民有林4.7mであって西欧諸

国のそれには遠く及ばない状況にある。

注オーストラリヤ…･･･20～40m

スエーデン．．………･12m

ルーーマニヤ････……8m

ここで林道密度を考える場合には，林業として

の経営条件，作業方法，あるいは地形等の自然条

件によってそれぞれ異なるべき性格のもので，直

ちにその絶対数値をもって直ちにその優劣可否を

比較することはできないが，現段階においてはわ

が国の将来における適正林道密度は約13m(車道

以上）として考えられている。この考え方は，昭

和37年度において将来の輸送事情を考慮し，今後

0.4
0．5

0．5

一

況|林道(舗’
７
２
０

申
口
早

４
４
５

｜
国
民 ’
Ｊ
１
今
●

一
○
一
○

１
１

一
一鳥|林適密度(mlha)

０
７
夕
・

一
○
一
。

１
１

注1．車道以上は，森林鉄道，軌道，自動車道およ

び車道である。

2．その他は牛馬道，索道および木馬道である。

上表において，車道以上とその他に区別してい

るが，林道規程では現在林道の種類を，第4条に

より，(1)森林鉄道，(2)索道，(3)自動車道，(4)車

道，(5)木馬道，(6)牛馬道，(7)流送路と区別しては

いるものの，林産物の輸送がトラック輸送に主体

を置いているところから，林道も自動車道がほと

んど大部分を占めているものと考えられる。しか

しながら民有林林道の開設は，国庫補助によるも

の，森林開発公団事業によるもの，都道府県の単

独補助による融資によるものおよび自力によるも

のと五つの方法で行なわれているところから，国

庫補助による場合については，ほとんど自動車道

に限定されている。

なお最近3カ年間における上記5方法による開

設実績は次表のとおりである。

表2民有林林道開設実績

~

ー

蕊～建
国庫補助

瀞蝉瀞；
融資
自力
計

351昭
%km

（65）1.257
（3）28
（乙5）390
（2）19
（5）99
(100）1,793

昭

km

l,281
58

434
23

58

1,854

い
”
調
理
弱
ね
幅

昭
５

ｐｌ

5756

影
（69）
（2

）雷
(f｡31

影
の
の
司
り
司
の

７
２
０

〆
〆
ｌ
〆
く
〆
ｋ
〆
に
ｌく

注森林開発公団による開設実績には，関連林道の脇
を掲上した。
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表4林道開設の国庫補助採択基準なお融資によるものとしては，私企業的経営林

道に対する農林漁業金融公庫からの融資林道を意

味しており，この金融公庫からの融資について

は，このほか国庫および都道府県の補助残に対

し，施行主体が地方公共団体以外の場合に限り融

資できることになっている。

この股林漁業金融公庫から林道事業に対する融

資条件については，昭和39年4月から大幅に改訂

されたので，この融資条件を昭和38年度と対比す

ると次のとおりであって，改善された内容が明瞭

であり，金額的にも増加する計画となっている。

また地方公共団体が施行主体の場合は，地方債

を起こすことができることとなっているが，林道

の起債実績は，市町村起債が全部で，都道府県起

債は行なわれていない。最近におけるこの実績は

分｜基幹|‘号2号|s号|4号区

以上
1，000

120

50

以上
500

120

50

50％
以上

50

以上
100

100

30

40％
以上

40

以上
100

100

30

30％
以上

50

ha以上
利用区域面積2,000

利用区域I針葉樹↑40
内蓄積、
(Ifi3/ha)広葉樹50
収益計算による要65％
補助率以上

補助率65

一
■

60％
以上

60
じ

とおりであって，改善された内容が明瞭注1．収益計算による要補助率の算定
要補助率の算定は工事饗と立木価格との関連

金額的にも増加する計画となっている。
において計算する。

方公共団体が施行主体の場合は，地方債 2．育林効果の加算限度

ことができることとなっているが，林道基幹林道0.5以内

績は，市町村起債が全部で，都道府県起1～4号林道0.1以内
ただし，北海道離島では0.25以内

われていない。最近におけるこの実績は 山村振興林道の採択基準
現有

辮×針蕊搬林而禰×,0．表3腱林漁業金融公庫の林道関係賓金貸付計画および貸付条件

《
》

100haハ針葉樹林面積×100

蓄積
m3+広葉樹林面職×30nl3十画38年まで貸付条件｜現行貸付条件

i雨罰|緬嗣癩革限周償還期限|籍腫期間
百万円％年以内年以内％年以内

7167．52156．5203

5096．02155．0205

1016.01211515.01205

貸付計

昭371昭38
百万円百万円

430510

310291

100105

区
分 幽皿十蝿縛璽十域￥20ha

’ 種十日計羅幽ヨ
補助

非補助

災害

補助率55％

対し，個女に検討を加えて

注旧貸付条件の据置期間は償還年限の外数であるが，現行条件の据置期間は償還実行することとしている
期限の外数である。 が，その施行主体としては

昭和35年約1億5千万円，同36年約2億円，同37都道府県，市町村等地方公共団体および森林組合

年約2億5千万円，同38年が約4億2千万円となであるけれども，一般的に大規模林道（基幹林道

っている。および大部分の1，2号林道）の開設は都道府県

国庫補助の対象とする民有林林道は，基幹線1が施行し，小規模林道（3，4号および山村振興

～4号および山村振興林道の6種類に区分してい林道等）は，市町村または森林組合が施行してい

るが，この区分する基準については，森林資源のる。この施行主体別の比率は表5のとおりであ

利用および育成の観点から林道開設に係る利用区る。

域の面積，蓄積並びに林道投資の収益性を勘案し民有林林道の開設概略は以上のような状況にな

て表4の基準ににより区別している。っているがこれに対し今後の開設計画は，理想林

以上のように区分しそれぞれ補助しているが， 道網の実現にあるわけである。

林道を開設する事業費に対する経営の負担割合林道の全体計画としては，昭和38年度以降国有

は，昭和38年度において平均国費約45％，県養約林約42,000km,民有林約75,000kmとし，当面

20影，市町村擬約18％およびその他17影となって10カ年の開設計画（昭和38年～47年度）は全国森

いる。しかしながら昭和39年度から補助率の引上林計画に基づき国有林15,000km,民有林約37,000

げ，採択基準の緩和を実行に移しているので国費kmとしている。

割合はこれを上回るものと考えている。この林道開設'0カ年計画の民有林林道で公共事

このような国庫補助林道は，都道府県の計画に業として国庫補助の対象となるものは，約25,000

､伊
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とから一般的林道密度が低いこととなっている。

今後低開発地帯とはこれをどのような認識の上腫
立って判断し，開発促進土のネックを掘り下げて

その改善措置をどのように構じてゆく必要がある

か十分検討しなければならない問題であろう。

2．保安林国立公園等法令による施業制限が

行なわれる地帯に対する林道開設の考え方につい

ては，従来特別な取扱いとはしてないのである

が，林道は本質的に森林資源を開発し，木材需給

への足がかりとして計画を進めてきており，保安
林国立公園等法令により伐採制限をしている場合

は，その伐採を制限することにより，生産量が減

少せざるをえないので林道としての投資効果は普

通林の場合より低くなることとなる。しかしなが

らまた一面，森林所有者の立場からすれば，かか

る制限は国土保全あるいは国民の厚生上の必要か
ら生ずるもので，林道としての投資効果ば落ちる

かもしれないが，そのこと自体を私経済的判断に
立って考えるべきではなく，広く公益上の観点か

らむしろ国は伐採制限による負担分をカバーすべ

きであるとの意見も生ずるところであろう。この

点についても採択基準の中でどのように運用して

ゆくことが林道の推進に結びつくか，具体的方策

を検討してゆくことが要請されるところである。

3．林道の開設を促進するには補助率の引上

げ，融資条件の緩和起債枠の拡大等地元負担の軽

減が望まれるところであるが，地方公共団体ある

いは受益者の立場からすれば一定の期間に林道投

資のように相当の額を負担をしてゆくことは，林
道が一種の先行投資であるだけに困難な場合が考
えられるところである。

したがってこれをより容易に負担しうるように

改善してゆくかは林道開設推進上大きな問題であ
るが，林道と類似の農道,牧道,さらには一般の交

通の用に供される市町荊道等との関連等これにま

つわる諸問題を検討し，これらの条件を緩和し実
現しやすい方向での取扱いを図る必要があろう。
このほか林道の施工技術の近代化，開設後の維持

管理制度，先行投資のあり方等種を問題があると
ころであるが，紙面の都合上ここでは問題点だけ

を掲げ，それら問題点の意味する内容，あるいは

解決策については，この際省略することとした。

表5国庫補助林道の施行主体別比率
－

､~年関

腿急藤、 ’
昭35
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表6林道計画10カ年計画
－

計
-

12,695km

ろ7，420

50，079

緬期5カ年|後期s力革丁
6,453km6,224km1
15，62021，800

22,050128,024

有
有
計

区

国
民

’分
一
林
林 ’一

kmであるが，昭和|38年度の実行および39年度の

開設計画も共に約1,300kmで計画に対し低い水
準にあるわけである。

このように計画に対して実行が遅れているの

は’林道開設ヵ所が奥地山岳地帯に移行しつつあ

って，その工事費の単価が増高していること，開

設の特に遅れている地帯の資源内容が劣悪な場合

が多く林道を開設しても伐採による収入が少ない

ので，受益者負担能力が弱いこと，林道の開設に

係る受益者が多数で，その資産内容も遠い受益者
間の意見調整が困難な場合が多いこと，あるいは

また，全体予算総額の不足等によるものと考えら

れる。

最近林業経営の合理化，あるいは経営基盤の整

備のため林道施設を早急に整備し，ひいては山村

地帯の経済発展と地元民の福祉の向上のため一般
的与論として林道に対する期待は大きいのである

が，林業基本法の制定とともにその具体的施策の

一つとして林道の整備拡充を図らなければならな

いものと考えている。このような観点に立って林

道の計画ないしは実施上の二，三の問題点を簡単
にその項目をとりあげてみよう。

1．低開発地帯の林道の開発促進

森林開発公団による林道事業が，この目的を取

り上げて，全国17地区を選定しその中で2地区す

なわち，熊野，剣山地域を指定し実行に移してき

たことは，ご承知のとおりであるが，この他多数

の低開発地帯があるわけで，かかる地域があるこ

r

Q

一

－ 7－



I
ている林道はあくまでも自動車道のみをさしていること

を念頭においていただきたい。

林鉄はすでに大幅に自動車道への転換が計られている

とはいえ，一部の地域ではやはり依然としてかなり有力

な運材施設であり，統計的な意味で林道密度を表現する

場合には林道の中に含めて考える場合もあろう。

索道については道路の概念からは多少はずれむしろ機

械施設と考えた方が妥当であると思われる。

われわれが将来の日本の林道密度の目標を16m/h証な

り13m/haとした場合，自動車道を16mあるいは15mに

したいということでなければならない。

さて，ここで昭和57年3月31日現在の林道現況を掲げ
て見よう。

ha当り延長賦林鉄(または軌道)自動車道の計を利用
可能林地で割ったものである。]1a当りの延長2.8mとも、

う数字は，いま1km2の正方形の地区を考え集材機の平
均集材距離を500mとした場合，林道をさらにいくらか
延長しなければ運材不能面積が22％残るという具合に考

えることもできる。その場合には全域より集材された素
材を趣ｵするためにはあと”0～320m林道を延長して5
~6m/haとせねばならぬことになる。またもし集材平
均距離400mとすれば全域の材を運材するために必要な
林道はさらに増大し約14m/haの林道密度を必要とする
ことになる。

1962年の統計によれば国有林お上び民有林において林
道を粥搬または延長して開発可能の森林面積が全体の約
27％存在していることになっているが，この部分の開発
を行なうために必要な林道密度は，集材機の平均集材距

離を400mとすれば約12m/haとなる。つまり，単位，

km2とした場合，さらに920m臆ど延長する必要がある

ことになり，現在の2.8m/haの5倍強の密度を要する
ことになる。

ただこの数字は経済性を一応度外視したものであるこ
とを忘れてはならない。

集材費と林道費を対比させた場合の適正密度，経済性

について度外視して，今後残された未開発林を開発する

ためには大体12m/haという林道密度が最少限必要とな

ったのであるが，次に経済的な最適密度はどの位になる－
か考えて見よう。

林道の適正密度

4

－現状と将来の問題点一

■

利

〔宇都宮大学教授〕

上飯坂実

I
~

一

林道密度の概念

一般的に林道密度という場合，林道延長を森林面積で

除した値をさしているが，ここで林遭とはより具体的に

いえば何をさすのかという点を最初に明らかにしておか

なければならない。

試象に林業統計要覧を開いて見よう。都道府県別国有

林あるいは民有林林道の現況という頁があって，そこで

は林道として森林鉄道，索道，自動車道，車道，木馬道

および牛馬道がその中に包含されている。つ寮り林道と

いうのは搬出施設全搬の総称なのであって決して自動車

道ばかりをさしているのではないのである。したがって

林道密度の値を云をする場合には一般的に林道全般をさ

すのか，自動車の象についていうのかあるいは林鉄と自

動車道をさすのか明確にしなければならない。もちろん

場合によっては搬出施設の内容が何であれ現存してしか

も使用可能であれば区別をしなくとも差し支えないわけ

であるが，今後林道を建設するという場合にはほとんど

自動車道をさし機能的にも自動車道以外のものはその能

力が低くなるとすればこの点を明確にしなければ数字の

食い違いを生ずることになろう。

この点は林道適正密度を理論的に誘導しようとする場

合にも問題になるわけであって，これから述べようとし

、

r

《
》

分|総数|森林鉄道｜
林24,4205，515

林50,560軌道136
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(日本の林業，林業問題研究会より）
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この問題は目下研究が盛んに行なわれており，集材方

式，伐採方式等によって異なるわけであるが，いま一つ

のモデルを想定して経済的な最適密度を求めて見よう。

問題を解くために次の前提を必要とする。

すなわち林道ば伐採。集材作業が行なわれる森林内の

ものの承を考え，いわゆるAccessroad(到達林道）は

密度の対象から除外する。また集材方式は築材機により

林道に直角に集材されるものとする。

経済的な最適密度は搬出方法の異なった二つの方法す

なわち集材機とトラックの分担距離を経済的に決定する

ことであるという考え方をすれば

（集材費)＋(運材饗)＋(林道建設饗)＋(林道維持

管理費）

を最少にする林道間隔を求めることにより得られる。

ここでは理論的な問題については紙数の関係で省略す

る。（日本林学会誌，45巻9号参照）その結果経済的な

林道の最適密度が得られるわけであるが，この値は森林

の蓄積（伐採される立木の材積)(m3/m2),林道の建設

単価（円ﾉm),林道の償却年数等によって異なる結果を

与える。

いま林道建設磯に対する年利率を6分，攪本回収期間

を20年として林道適正密度を求めると次表のようにな

る。

150m3ﾉha

lOO

50

林道建設単価(R/m)

s.s0015,00C|@,oool!0,｡oo
25m/hal8112111

181398

11855

この密度算定の基礎となる集材費は直接謎が距離200

mで550円/m3,400mで450円/'Xn3見当の場合である。

したがって集材コストがこの値より高い地方は適正密度

は高目に出るであろうし，集材コストの安い地方では密

度は低目に出ることになるがいずれも10％程度でおさま

ると思わ燕密度の値には大きな変動はないはずである。

ここで林道建設単ｲili5,000円/mという値は年有の維持

補修費を含めたものである。

蓄積（または伐採材積）が50m3/haというのはかなり

生産性の低い森林であり，また150m:j/haは生産性の高

い森林か奥地林であって平均的には100mn/haをとる。

林道建設単位は岩が比較的少なく，橋梁も多くなけれ

ば5.000円'/m程度と見てもよいが，奥地林開発の場合ほ

101000円/m以上かかるものと見なければならない。ま

た民有林等でかなり低位の林道でさしつかえないという

ことになれば5，500円/m程度でも建設は可能である。

このような点を考慮するならば民有林においてかなり

資源の豊富な場合には18～25m/haが適正密度の目安に

なろうし，国有林の場合は11～12mﾉhaが指標となるよ

うである。

ここで初めに述べた未開発林開発のためには林道平均

密度を12m/haとしなければならないとしたことを想起

しよう。この数字は経済性を一応度外視したものであっ

たが’実は集材機の集材距離を400～500mと考えたこと

は集材機の経済距離を考慮したことになるのであって，

結果的には国有林の場合の現状と合致し適正密度も大体

似た値が得られることになったわけであるc

ただここで注意せねばならないのは，この適正密度は

対象とする森林区域の形によっても変わってくることで

ある。

たとえばいま1,000haの森林について10m/haの林道

を建設するとしよう。もしも森林区域が間口1km,奥

行10kmの長方形であったとすれば,10m/haの割合で

1,000haに林道を入れると延道10kmとなり，森林の中

央に奥まで1本の林道が入ることになる。その場合林道

の両側の森林区域の端までは500mなので集材機によっ

て適正な集材を行なうことが可能である。ところが正方

形の場合は一辺が5.5kmとなり等間隔で奥まで3本の林

道が入って，なおかつ林道間隔は約800mとなり，もし

前者同様集材距離を400mとするためには林道密度を2ろ

m/haとしなければならなくなる。これは特に民有林の．

場合に考えられるケースであり，奥地に入るにしたがっ

て前者，すなわち森林区域を長方形として考えるケース

が多くなってくる。したがって民有林の場合のように密

度を高める必要のある場合には林道の建設単価をおとし

て密度を高めることになるわけである。

またこの密度は実際には面穣の大小も考慮に入れる必

要がある。たとえばいま12mﾉhaの目標で林道綱を計画

する10,000haの区域がある。間口が2kmの場合奥行ば

50kmになり中央に1本の主林道を入れると5m/haと

なる。初年度は奥の200haを伐採するとしてそこに残り

の林道を7m/haの割合で建設すれば主林道の両側に

700mづつ副林道を延ばしてやることになる。この場合

ば全区域の伐出が完了した時に目標の林道密度をうるこ

ととなる。

このように林道適正瀞度は地型（したがって地勢にも

よる）面積の大小（したがって所有規模）あるいは作業

方法によって異なるのでそれらの点についてもさらに研

究すべき余地はかなり残されているわけである。
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都道府県別自動車道密度

民有ネネ（ﾛ蚤37） 国有杯（日呂37）

り
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路線の長短はもちろん地形との関連もあるわけで’先

に述べた理論モデルの考え方によれば地形の複雑な東北

地方は集材コストも比較的高くなるので長距離の林道が

入りうることになり，台地状地形をなす中国地方は短距

離となってくる。

さらに問題を地域開発に発展させて考えた場合には林

道密度の高いことが必ずしも広い意味での地域開発にな

るとは限らず，その点より見ても比較的後進地域である

北海道・東北の場合は密度を高める意識の前に長距離の

幹線林道の設作に重点を置くべきであろうし，近畿以西

の地域は逆に密度を高おることに重点が置かれるべきで

はないかと思われる。

このように林道の適正密度の問題はその地域の特性に

よって決定さるべきであり，高い密度の林道が入ること

によって集材方式が決定的に変化することも考えられる

が差し当っての目標を12m/ha程疲とすることは必要で

あろう。この場合には適正蒋腱という概念ではなく最低

密艇と考えた方が妥当であろう。

現状の潔識と将来の同題点

ここで林道密度の現状について眼を賑じて承よう。先

挺掲げた林道の現況表のうち，自動車道密度について都

道府県別に求めると上図のようになる。

国有林の場合の平均密度は2.3m/ha(林道密度5．7

m/haで1カ所当り平均路線長嘘4.3kmであり，民有林

2.4m/haで1カ所当り1.9kmとなっている。林道密度

Iは面職の小さい所は高くなりやすく，逆に広い所は低く

なりがちであるので森林面積との関係で見なければなら

ないが，今林道密度4m/ha,森林面較10万haを一応の

基準と考えると，国有林では近畿以西の密度が高く関東

以北が砥くなっている。しかも関東以北は面積的にも広

大な地域が多く今後の林道開発のポイントが北海道，東

北方面にああことがわかる。

民存休においては全般的に林道開発の必要性が認めら

れ，1個所当りの距離が圃有林にくらべてかなり短い点

はその所有規模より見ても致し方のないことではある

が，道路の効用からいって短い路線を数多く設けるか，

長距離の路線に重点を置くか，さらに研究をする必要が

あるように思われる。

〃

〆

《
》
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｜外材利用の問題

〔木材商エ研究会長〕

宮原省久一

外材輸入は昭和36年を契機として漸増をしており，昭

和59年には前年比輸入テンポはおとろえてはいるが，実

数においては14,500千1naという大きい数量になるので

ある。

外材と称されているものは，これを広葉樹グループ

と，針葉樹グループに二大別できる。この樹種別の区分

は同時に輸入先国別区分にも通じている。すなわち広葉

樹は普通ラワン材と称されている南洋材で，フィリピン

およびボルネオを主たる輸入先とし，南方諸地域に広く

重たがっている。熱帯産材である。この熱帯広葉樹材は

:その材質が国内産の広葉樹にくらべて軟質であること，

長大形の均質材を大麓に調達しやすいという点に特徴が

あり，広葉樹本来の用途ばかりではなく，針葉樹代替と

しても適している。

針葉樹グループは北アメリカ（カナダおよびアメリカ

合衆国）と’ソ連が2大輸入先で，これに加えてニニー

ジーランドが新しく登端している。この針藥樹材の輸入

については，たんに丸太だけではなく製材品の輸入が漸

増する傾向があることが注目されている。

第2表主要外材連年輸入世

1．木材需給と外材のシエアー

昭和39年の木材需諦儲佳定によれば，供給堂は国内生産

が49,059千nl31外材輸入は14,500千In3となってい

る。すなわち国内生産の約30%にあたる数壁が外材によ

ってまかなわれていることになる。同じく昭和39年の木

材総供給量推定は78,447千rn$であるから，外材の木材

総糯讓の上に占めるシニアーは26％である。つまり，わ

が国の木材需合バランスを糺儲寺するためには，供維鐘の

25影以上を外材にたよらなくてはならないという状況に

おかれている。

一．一一

第1表昭和59年木材需給推定

昭和39
（推定）

年度始在荷 9，583

(115.4）

49．059

(104.4）

14，500

(104.2）

78，447

(105.7）

8,773

(119.2）

44,483

（90.2）

11，041

(114.6）

68，4571
（98.5)’

8,449

（96．3）

46，996

(105.6）

15,910
(1260）

74,226

(108.4）

供
国内生産

外材輸入

給
その他共計

’ ’ 昭和愚61

‘認’
2，232

（410）

781

（92）

73578

（145）

昭和愚71
－三F識
5，272
（115）

2,050

（93）

1，“2

（'52)’
8，5541
（111）

昭和351
千m31
5，812

（100）

541

(100)

848

（100）

5，201
（100）

昭和38

一三F湿り
6，688

（127）

5，485
（170）

1,282
（124）

11，688
（140）

鐸

編’ 内消餐58，36562,9511
（98.8）（106.7（

出1,6431,712

（97.7）（1042)｜
計60,00864,645

（98.8）（107.7）

南洋材’国 66，470
(105.6)

1，745
(101.9）

68，215

(105.5）

輪
米材

壺
雲

ソ連材

’

0

1

二I

制
年度末在荷 10，232

(106.8)

15．1

8,449

（96．3）

14．1

9．585

(115.4）

148 (出所）外材関係団体発表数字

(注）ソ連材のなかに朧パルプ向けが加っていない

在荷 率（影）

(出所）
(注)(1)
（2）

（3）
（4）

林野床，昭和59年1月算出

単位千m3,()内健前年比影
供給のその他Iこは廃材チップ生産を含む

輸入材のうち製材品は丸太換算

在荷率は需要計に対する年度末在荷の影

2．外材の使途とその特色

(ｲ）南洋材

わが国の広葉樹原木年生産遡はおよそ15，000千'rnSで

－11－
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ある。その生産地別内訳は北海道が4,500千msで都道府

県が8,500千mSである。この数字に対比すると6,700¥

Xn3という南洋材の輸入量がいかに大きいかがわかる。

また南洋材は外材輸入総量のうち60％近いシェアーをも

っている。その使途の特徴は過半量の55％が合板原木で

あって製材向けは45％である。

わが剛の合板工業は広葉樹の合板生産量としては世界

第1位であり，輸出もまた世界第1位という規模をもっ

ている。わが国合板工業の消費原木の95％は南洋材で，

生産規模はもちろん生産技術，販路などはいずれも南洋

材を原木として消澱するという基盤によって成立してい

るものである。もし南洋材の輸入が途絶したと仮定する

ならば，わが哩の合板工業はたちどころに崩壊に瀕する

和38年は175％であり，この増加テンポは衰えるとは思

えない。その主なる原因は国内広葉樹にくらべてエ業原

料材としてすぐれた性質を有していること，価格が比較

的安いことである。価格の安い理由はその産地に対して

わが国が至近距離にあることが主たるものである。品質

的にも価格的にも南洋材に対抗できる国内材はない。国

内材は装飾的ないし鑑賞的用途においてわずかにその’佃i

値を認められているにすぎないといえよう。

（ﾛ）米材

米材はその輸入を地域的に大別するとアメリカ合衆国

太平洋北西部とカナダのブリティシュコロンビア州，そ

してアラスカである。そのすべては針葉樹でいずれも天

然林生産材であ為。天然林でばあるが原生林の生産材に

対して，二次林の木材の輸入が多くなっていることが近

来の傾向である。わが国への輸入は昭和36年を転機とし

て急増した。すなわち昭和55年をベースとして昭和36年

ば実に410という輸入瞳の飛躍を象た。

この輸入鉱の飛蹄はこの年に生じた国内針葉樹価格の

急鵬によっているが，この輸入量の増加はただ数量上の

ことの承でなく，米材輸入の内容にも変革をよびおこし

ている。逆にいえば輸入材の内容が変わったことによっ

て数量の4倍増が実現したのである。それは国内材のス

ギの中小丸太の値上がりから，その代替材として米ツガ

（ウエスターン・ヘムロック）丸太のグループが輸入の

対象となったためである。昭和35年の米材輸入内容は米

マツ丸太，米マツ大中角，米マツ打込丸太のような，わ

が国では調達困難な長大材が輸入量の70影以上であっ

た。ところが，昭和36年においては米ツガ系の低級丸太

と製材品が60％のウエイトをもつようになった。

国内のスギ丸太代用として製材工場が米材を要求した

ことは，その輸入港を増加し，消費地域をひろげた･昭

和詣年には米材輸入実績をもつ港は全国で12港，しかも

そのうちの東京，横浜，名古屋，大阪，神戸がかつての

主要輸入港であったが，昭和38年には実に全国45港に米

材の入荷をみたのである。そしてそれらの港付近の工場

で消化されたの象ではなく，内陸各地の工場にまでも使

用があまねくゆきわたったのである。

昭和36年以降の米材輸入内容の著しい変化は製材品の

輸入増であることも挙げられぁ。カナダ，アラスカなど

においては国内産業保護育成のため原木のi輸出を禁止し

ている。このようなところから輸入増は必然的に製材品

によらなくてはならない。またアメリカのオレゴン，ワ

シントン両州からの輸入も丸太とともに製材品が増加し

ている。製材品による輸入は丸太の輸入に比べて海運賃

が30～40%方安価である。このことは製材品輸出を有利

にしているのである。また昭和58年下半期ごろから米ツ

ガの再製材用大型角材輸入が増加していることに新しい

傾向を認める。これは原木のままの輸出を禁止し，また
〃

は制限を加えようとしている輸出国側と，丸太の輸出に

くらべて運賃などで有利の再製材向け製材品が丸太より

も割安で入手できるという輸入国たるわが国側の立場が

合致して，その取り引きを盛んにさせているものであ

あ。これから米材の輸入内容はこの方向に重点が移るで

あろう。

fウソ連材

ソ連材の輸入量は昭和55年代には米材より上位にあっ

たが，昭和55年にその地位を転倒した。ソ連材の輸入も

連年数没は瑠加しており,昭和35年比昭和58年は150であ

為が，米材の伸びにくらべてはるかに劣っている。これ

はソ巡材がわが1翼市場に品質的にまた価絡的に合適しな

いのではなくて，主として輪出国側の国悩に基づく貿易

進展難と，出材地のシベリアの気象条件によって輸入期

に制約があぁからである。輸入上の立地条件としては，

米材にくらべてほぼ苑の海運賃で輸入できるという事

？

ｐ
■

一口ロー命B一

へ

ｰ
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情にあるが，輸入ラッシュが毎年6～10月で，あとは輸

入が中絶するぱあいが多いのが短所である。

ソ連材はその形質がわが国の在来の形態の製材工場の

原木として適しており，その市場性もすでに確立してい

ることを特色としている。ソ連材原木を対象として製材

エ場が日本海岸に多く設立をみたが，これらのエ場はソ

連材原木の供給の増加が期待したほどでなかったため，

米材原木を併用をしている状態である。

ソ連材も新しい輸入徴向として製材品輸入が問題にな

っている。製材品輸入は丸太のままでの輸出が運輸徴用

の関係上不利の地域においては，急

速に製材品輸出に切り替えられるで

あろう。また輸入の季節的制約や輸

送問題についても，輸出国ソ連とし

てば製材出荷が有利であろう。丸太

の輸出とともに製材品をリンクする

ことを要望する態度がはっきりして

きている。

ソ連シベリアの森林資源は，シベ

リアにおける需要よりもわが国の対

象となる資源である。ソ連側が未利

用資源を有利に活用する方針を展開

してくるならば，今後においてはソ

連材こそわが国の外材の中心となる

であろう。

（二）ニュージーランド材

ニュージーランドのマツ丸太の輸入がはじまったのは

数年前である。この国は距離が遠くて海運賃を多く要す

ること，出材されるマツ材が人工造林の若木であること

などから価値が低いなどのため輸入はいまのところ多く

はない。

ニュージーランドのマツは外来栽腫の導入によって成

功をぷたものでありその渡来先のアメリカ太平洋岸では

ほとんど問題にされない樹木であるが，ひとたびニュー

ジーランドに土着すると，そこでは天然下種によって，

たちまち新しい大森林を形成した。そしてこのマツを原

木として製材工場とパルプ工場，さらに合板工場までも

設立されているが，そのうえに丸太の輸出をわが国に向

けて行なっている。それは若木で竿輸幅が大きく，強度

が小さいので大型材もしくは強度を要球されない用途に

限られている。外材ニューフェイスとして注目される木

材である。

3.外材問題の帰趨

わが国の木材経済は輸入材に依存しなければその滞給

バランスは保持できない。経済発展のテンポにほぼ順応

して木材需要量は増加している。これに対して国内生産

材の数量は不足である。もし，外材の輸入を行なわない

体制をとるとしたならば木材価格の値上がりは阻止すあ

ことはできない。とくに解放経済のもとにあっては，外

材輸入に対する制限には法的溌別の余地がない。外材輸

入を抑制することを期待できる道は国内材の値下がりに

よって，外材輸入が不採算となる事態を待つ以外にはな

い。ところが，国内材の値下がりは生産にブレーキをか

けるか，または生産機椛を破壊することになって，たち

まち反動的な減産に陥るであろう。結局は国内材が外材

を閉め出すほど値下がりはありえないことになるのであ

る。

南洋材輸入によって合板工業が成立していると同様，

製材工場もまた米材，ソ連材などの外材を対象にした専

門工場が設立されている。これらのエ場では外材は「米

の飯」である。また外材を「代用食」として使用し，国

内原木の人手難を緩和している製材工場が少なくな､､。

さらに外材の輸入によって国内の低質材に対する合板エ

場や製材工場が触手を伸ばさず，これを軽視しているこ

とはこれらの低質材をパルプ原木として留保しうる条件

をつくっているのである。パルプ工場すらも間接には外

材に依存しているといえるのである。

一方では外材の輸入増が木材価格を安定させる効果を

もちながら，他方では外材が国内森林資源の再造成にブ

レーキをかける危険をはらむ要因である。

この二つの問題を双方にら承合わせていかに林業政策

を打ちたてるかが，外材についての問題点であると思う

のである。

× ×

××
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第1表アカマツ碓苗における剪根が生長ならびに
根系形態におよぼす影響

|－’ ’ 磯’
85

影

；:’

苗高

C、

20．2

18．1

11．0

処 生重量

9

25．0

227

5．5

T/R理

稚苗とこがえ法による

アカマツ一年生山出し苗の育成法

剪根とこがえ

無処理とこがえ

慣行まきつけ苗

９
３
５

Ｄ
Ｏ
Ｃ

２
－
。
４

そして翌春までには写真右端のような山出し苗ができ

ることになりますが，この育苗法の骨子は何といっても

アカマツ苗木の発育と発根生理にピントを合わせた，稲

苗促成早期とこがえであります。

写真1苗木の形態

_Q

一
一

〔茨城県林業試験場〕

伊藤忠夫

｜－~’
はじめに

アカマツ人工植栽林の不成績となりやすい原因のひと

つに，苗木の根系形態の不自然さがあげられています。

!〉2〕しかしながら，これまでのようなとこがえ操作のは

いる育苗法では，目的にかなった苗木をつくることは困

難でした。

ところが，稚苗のうちにとこがえして，そのまま翌春

に山出しできるような育苗法によって，このような問題

の解決されることがわかりましたので，今回はその方法

について若干の試験成絞をまじえながら紹介することに

しました。

なおこの試験についてはもと林業試験場土壌調査部長

宮崎榊博士には懇切な指導をたまわりましたが，この機

会をかりて厚くお礼申し上げます。

い
“
！
癖
騨
鐸
癖
識
癖
騨
僻

ｰーゞ，

fサ

(左）天然生ア
カマツ

(中）慣行育苗
法によるアカ
マツ1－1山
M:1し苗

(右）稚苗とこ
がえ法による
1年生I1,I出し
苗

，

【
一
〕

2．育苗方法の実際

（1）育苗器

発芽促進と稚苗促成のための温度管理にはこの試験で

はガラス室内におかれた水稲育苗器を使用しました愚)。

水稲育苗器は林木稚苗育成用としては適当とはいえませ

んが，その主要部分は67×134×148cmの鉄骨棚式のフ

レーム本体と,100/200V･600Wの密閉型ヒータ-,"

度調節器，ピニールカバー等です。フレームの棚には後

述の剪根と水分補給とに便ならしめるように筆者によっ

て特捌に作られた，30×60×5cInの二段式育苗箱が合

計28枚のるような仕組承になっています。

くつに露地で自然光や，温床ケーブルで加温するビニ

ール・トンネル方式等についても試験をしたのですが，

1．育苗方法のあらまし

1年間で山出しに適した苗木をつくるのですが，その

ためにはまきつけを電熱加温の育苗器のなかで早目にお

こなって稚苗を促成します。そしてこの稚苗を春先にと

こがえして，生育最盛期に十分な発育をとげられるよう

にします。稚苗のうちのとこがえは，これ童での報告の

ように3)4)，根の再生をさまたげませんし，むしろ剪根

の刺激によって豊富な根系が形成されます。もちろん直

根の再生と発育も順調におこなわれて，樹種本年の根系
形態はそこなわれません。

－14－



第1図稚苗の発育経過と温度管理これらの方法では適温の独得や温度調節，電熱の利用効

率，あるいは病害の発生などの点でいずれも実用上の測

点がありました。

写真2水稲育苗器

し8～12日IIII~L
r25℃〆卜 斗荒皇鶚

15～20日間
-

20℃～15℃

’
■
ｌ
守
－
０
９

＋
鯉
蛭
諦

H1
織
化
開
姑

発
芽
猫

発
芽
開
始

初
生
蕊
尭
途

子
葉
展
開

ま
き
つ
け

硬
化
開
輪

録
化
蕊
了

剪
根

子葉が伸展しはじめる頃からば，昼間はつとめて稚苗

を陽光にあてて緑化に心がけます。さらにとこがえ数日

前には稚苗を硬化させるために，育苗器での加温をや

め，ビニール・カバーをはずして稚苗を外気にあてるよ

うにし重す。

なお謝上期間の後期には三要素の葉面散布と，つぎの

とこがえ操作を簡単にし，同時に根を刺激して豊富な根

系を作るための剪根操作が加わります。剪根は地際から

2cmの所で行ないます。この試験では稚苗を抜きとら

ずに剪根できるように工夫された育苗箱が使用されまし

たが，とこがえ直前に稚蔽を掘りとってから塊根して

も，活着やその後の発育にはそれほど影響しません。

なおこの稚苗育成のために消費される電力は200kw.

程度ですが，この育苗器1台から生産可能な稚苗本数は

2万本程度です。

（3）とこがえ

とこがえの適期は地方によってちがうはずですが，4

月上旬，稔苗が写真ろ下段中央のような状態となった頃

が適当と思われます。

△

＝．

硬化期間でビニールカバーをはずしているところ

（2）まきつけと稚苗促成

まきつけの時期はとこがえの適期と関連しますが，大

体2月下旬から5月上旬にかけてがよろしいようです。

まきつけのやりかたは，まず育苗箱に消毒された土を

入れ，これに発芽促進と種子消毒の終ったタネをまきま

す。まきつけ量は稚苗とこがえまでの期間だけを対象に

しますから，生産効率をたかめるためにXn2あたり60~

1009相当量の密播とします。覆土は慣行よりもうすめ

にしますが，発芽をはやめるためには，覆土のうえにさ

らに網を介在させて，通気と保水性の良いバーミキュラ

イトのようなものの薄層を作ってやれば，なお一層効果

的です。

まきつけの終った育苗箱を育苗器に入れて，温度管理

を第1図のようにしますと，1週間たらずで発芽し，5

週間目の5月中・下旬頃には臆やくも写真ろのように子

葉が展開して，初生薬（単葉）も0.5～1.0cm位にのび

てまいります。この頃の苗高は3cm程度で，地下部は

主根長が約5cm,側根長は2mm内外となっています

写真ろ緑化期間を終った稚苗の状態

第2表アカマツ稚苗のとこがえ時期と活着
および生長との関係

ア

7月下旬に
おける苗高

14cm

12

11

12

》
鐸
呼
顕
妬
妬

こ
活
と
のとこがえ時期|譽難発

4月上旬標準

｛:準以翌5月上旬

。

~

5月下旬｜標準

1

これよりも早すぎては活清率がおちるし，おそすぎて

はその後の発育が思わしくありません。

とこがえ床は幅11nの平床とします。それに剪根され

た稚苗を8cm間隅で方形にとこがえするわけですが，

やりかたは所定の位置に細竹または指先で，根長に相当

する深さの穴をあけ’稚苗根を挿入後両側からおしつけ

るようにして土寄せをします。根と土が密着するように

注意するだけで’作業はいたって簡単です。ふなれな女

子でも1人1日21500本位のとこがえが可能です。なお

マルチ使用の場合には，とこがえ位置にあらかじめ印を
上段は剪根前，下段は剪根後で，とこがえには下段，
中央位の状態の稚苗が適している。

－15－
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つけておくと能率的です。

（4）施肥その他の管理

とこがえ床での基肥は慣行に準じますが，生育期間が

長いのと追肥の労をはぶくために遅効性肥料を併用しま

す。それから低温時の施肥でもありますから，肥料の分

解をはかるために，なるべく早目に少なくともとこがえ

の10日前位には基肥をすませます。

追肥は苗木の発育と生理段階に応じて周到におこなう

ように心がけます。秋のびの心配がないので，生理的な

充実をはかる意味で9月上旬頃までも追肥の対象期間と

します。なおマルチを使用した場合の追肥には液体肥料

が好適です。

床面がうっ閉するまでには床土が過度に乾燥する季節

もありますが，マルチを使用すれば潅水する必要があり

ません。マルチ使用によって除草の手間ははぶけるし，

とこがえ当初の低温時における地温上昇効果もあるの

で，ひじょうに効果的な方法と思われます。

写真4紙マルチ使用のとこがえ床

葉は普通葉と交替して床面はうっ閉します。冬芽の形成

味早いものでは8月中にあらわれますが，一般的な伸長

生長は9月一杯はつづきます。そして生育の終りには苗

高20～25cm,重量25～50g程度の苗木になります。

これは従来の1－0苗にくらべて重さでは約5倍，苗

筒では2倍に相当する大きさですが，それだけではなく

芽条・根系形態，さらには生理的な充実度というような

形質からしても，山出し苗としては理想的であるといえ

ましょう。

。

■

あ とがき

この育苗方法には，林木稚苗に適した育苗器の開発，

とこがえ方法の省力化・機械化，施肥方法の研究，マル

チの合理的な利用方法等，今後に残された問題がたくさ

んあり室す。しかしながらこうした育笛方式による苗畑

経営の経済性とか省力化についての見通しには明るい

ものがあります。造林試験についても見るべきものがあ

り，従来の1年生造林のような下刈り，その他の管理上

の難点も少ないようです。

一

一

最近の農業経営の近代化のなかで，プラスチック

営農の展開にはめざましいものがありますが，この

ような新技術を林業の分野でも職極的にとりいれる

必要がありましょう。

このような意味で，この育苗方法がさらに改良さ

れ，ひろく実用化，応用化の研究がなされるならば

幸いです。

一
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1）宮崎卿：苗木育成法，50～60,1950

2）佐藤敬二：日本マツ(1)，179～182,1961

5）山路木曽男：日林誌“(1)，25～27,1962

4）坂,高野,谷口：徳島県林指報(2),44～51,1951

5）電研育苗器の多角的利用法：艇逝研究所業務資

料58002

6）内海修一：ビニール園芸の技術と経営,1962

■

一
一

とこがえ直後の写其で綴マルチの上には土がうすく
かけられている。

この育苗方法では慣行の育苗法のような間びきや，と

こがえ時の掘りとり，せん苗などの作業がありません。

またまきつけ床におけるような過密な仕たてかたに原因

する病害発生の危険もありません。したがって，これま

での青筋法にくらべて，より無駄のない，省力的な計画
生産ができます

× ×

3．とこがえ後の発育経過

伸長生長は6月頃から盛んになり7月下旬には最大と

なります。6月上旬にははやくも枝が形成されはじめ，

7月に入ると普通染（複葉）があらわれます。ついで8

月頃から蓄祇生長が盛んになり，9月上旬にかけて初生

× × ×

－16－

ノ



､

ノ

二つのサイコロが理想的なものなら

P4(')=P"(')-:
となるからb)の答は

lllllllilillllllllllilllllllillllllllllllllllllllllilllllllilllllllllllllllllllllllllllllll

連続講座

サンプリングの考え方

一主として森林調査について一

。。。◎。◎
。◎。◎◎
。◎◎。◎◎
。◎。◎。
◎。◎。◎。

〔その5〕

◎。◎。◎。
◎。◎。◎〔統計数理研究所〕
。◎。◎◎。
◎。◎。◎ 石田正次
。◎。◎。◎

llllllllllilllllllillllllillllllllllllillllllllllllllllllillllllllllllllllllllllllllll111

6×÷×÷■

つまり6分の1となる。

c)目の和が〃になる確率は？

二つのサイコロをふるのだから目の和は最

小2，最大12であることはいうまでもな

い。

〃＝2となる確率（これをP(2)としよう）

はAもBも1がでなければならないから

"(2)-'･4(1)｡--*
れ＝3となる確率P(3)は

P(3)=P'i(1)･PA(2)+P(2)｡Pf(1)

21
9＝＝－号＝＝q－－－－－－

3618

同様にして

P(4)=P､1)｡PB(3)+P4(3)。PB(1)

+P'(2)･""(2)=*=-*
とやっていけば第1図のようになる。

4

全

練習問題解答

1）二つのサイコロをなげたとき

a)どちらも6の目のでる確率は？

答二つのサイコロをA,Bとし,Aのサイ

コロで6の目のでる確率をP,,(6),Bのサ

イコロで6の目のでる確率をPh(6),とす

れば,A,Bとも6の目のでる確率は

P',(6)｡P"(6)

である。実際にはPa(6),PB(6)ともほとん

ど6分の1と考えられるから，これは近似

的に

』

〔第1表〕
７

岸

－
２
｜
記

Ｊ山
鳩
一
Ⅷ
｜

Ｚ向
、
５
－
記
６
｜
記
５
－
記
４
｜
記

一
ＪＺｌ
ｌ

Ｐ

ｌ

７

Ｚ
６
’
７
８
９

１
１
１
１
’
２
－
記
３
｜
記
４
－
記

ＪＯ
１
－
弱

７Ｐ
〃
－
２
－
５
－
４
’
５

１

4

隼 １
｜
錨

一
一

１
’
６

×
１
’
６

となる。（ここではAとBは互いに独立

ということに留意せよ）

b)どちらも同じ目のでる確率は？

答AのサイコロでZの目のでる確率をP』

(#),BのサイコロでZの目のでる碓率を

恥('）としたとき，どちらもjの目のでる

確率は

Pa,(i)･PB(')雛率の職）

jは1から6のどれでもよいのだから，ど

ちらも同じ目のでる確率は

2）2）の結果を利用してインチキマージャン

の手を考えよ。

これは第1図を象れぱわかる。南西北の場

合はその分だけずらしてみればよい。またこ

の図から，自分のところに配られなかったパ

イは誰のところにいくかをよくしらべよ。

3)IV本の中に”本当りくじがある。〃番目に

ひく人の当る確率を求めよ。

6

ZRI(i)･PB(i)
さ＝1

(確率の和）

－17－
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(第1図）マージャンの配パイ確率(東の場合

⑬
当たる確率は

弩『塗×7V筌丁
さて2番目の人が当たるためには（イ）

の場合でも(ロ)の場合でもよい。また(イ）

と(ロ)は互いにjﾂ版であるから，2番目の

人が当る確率は(イ）と（ロ)の和つまり

舟×偶十や×f了
”("－1)＋"(jL")_"(Ⅳー1)

＝

④ ⑬
6

Ⅳ(jL1)-IV(IFI丁

〃
＝－

となる。つまり1番目にひいても2番目に

引いても当たる確率は同じである。これと

同じような計算を3人目，4人目と行なっ

ていけばどれもみな”"Vという当たる確

率が得られよう。だから，くじをひくとき

にその順序を云をすることはぱかげたこと

である。

5）三つのサイコロをなげたとき目の和が〃

（ただし”＝3，4…･･･，18）になる確率を求

めよ。

6）四つのサイコロの場合はどうか。

この二つの問題は1）と合わせて，非常に

大切な統計の基礎理論を含んでいる。

問題の解答は第2図に承るとおりである

が，これは各人が丹念に計算して承るがよ

い。計算の仕方がわからなければ問題1）の

解き方と砿津のところを何度も読承なおせば

よい。この計算ができないようでは統計の勉

強はおぼつかない。

さて第2図において一つのサイコロから四

つのサイコロまでの結果を通してゑると，は

じめは棒グラフの頭がどれも同じ高さであっ

たものが，二つのサイコロでは，完全な三角

型，三つ四つとなると，山の頂上がまる承を

おびてきて，裾の方はずっとなだらかになっ

てくることがわかる。サイコロの数を五つ六

つとふやしていけばこの傾向はよりはっきり

してくるが，これは最終的にガウス分布とい

うある特定の型に到達するのである。

この性質は何もサイコロの目の和だけに現

《
》

②

（例),‘,,,‘,4雨為ること瞳畿ゎ,、
ノー一一一並べたパイの瓶が9折目で

Vサイコロの目が7と8のと匙ここ
7．8－がとられると$､うことを我わ1－
，－蕊率鑑を麦わす

このようなくじを第1番目に1本ひいて当

たる確率は”/Ⅳである。2番目にひく人は

どうなるか。それは第1番目の人が当たった

場合とはずれた場合とにわけて考えなければ

ならない。

(イ）1番目の人が当たった場合

2番目の人は（Ⅳ－1）本のくじでその

中に（"－1）本当りくじがあるところか

ら1本ひくことになるから，当たる確率は

ナ2－1

Ⅳ－1

一方，1番目の人が当たる確率はれ/Ⅳで

あるから，1番目も2番目も当たる確率は

その積つまり

ウ

』

《
』

~W声×ゞ＃三十
〃

(ロ）1番目の人がはずれた場合

この時の2番目のひくくじは"-胃1本中

押本の当たりくじがある。だからそこで当

たる確率は

〃

‐刃一二丁

一方，1番目の人がはずれる確率は
脹れ

Ⅳ

したがって，1番目が当たらず，2番目が

－18－
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2つのサイコロ

▲

駕

ビ
ざ

0

を作ればyの分布は邦が大きくなるに従っ
て，だんだんガウス分布に近づく。これが中
央極限定理と呼ばれているものであ‘る。この

定理が成立するためには雄の分布にある程

度の制限が必要となってくるが，われわれが
実際に取り扱うものは大低大丈夫である。
しかし，ガウス分布に近づく速度は蛾の

分布の型に大いに関係してくる。蛾の分布が
左右対象であれば邦が20もあればほとんど
ガウス分布と象なすことができるが，対象性
がひどくずれればくずれるほど近づく早さは
遅くなる。たとえば，第3図（これは森林調
査によく現われる）のような場合はれが100
とか1000とかのオーダーにならないとガウス

分布とみなすわけにはいかない。
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われるものではない。一般に互いに独立な確

率数が泥．あり，これを

"1JJM勤難3，．．.…’兇祁

とした場合。この確率変数の和

.y="+"2+z3+･…･."n

７

’

ー

降雨量precipitationfront季節風monsoon

治山soilconserva･
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１
１

新…"‘…'，"…"宮‘','卿……－681叩1，M8,11画、Ⅱ川DmlIHmflEIu

人4浜本和

q

し､る。新宮は昔からの木材の都である。商店も大工も映

画館も皆木材景気が直ちに反映する町である。

今は亡き詩人佐藤春夫や沖野岩三郎，西村伊作もまた

大逆事件の大石誠之助もここで生まれた。雨月物語の上

田秋成「蛇性の姪」もここに取材されている。南海の蓮

来の島に不老不死の霊葉を求めて来た楽の徐福の墓もこ

こにある｡

土地の民謡に、新宮よいとこ…･･山は火の海下り竜、

云冷とあるのは，町の脊後に屏風のようにきつ立つ岩山

の中腹より，2月6日の寒夜2千人の荒くれが白装束に

繩の帯，手に手に大楼明を振りかざして540の石段を走

り下る。その有様朧さながら火竜の舞い下るにも似て壮

観である。神武帝御東征の剛その上陸作戦を扶けた豪族

高倉下命一族の出撃である。年含に襲い来る台風の試練

に耐えて来た往昔の熊野水軍の子孫かれらは，後世海外

に新しい木材市場を開拓して来た情熱と男気を持ち合わ
せている。

｛
亘

1、新宮よいとこ、

東和歌山を出た準急列車が甘い花蜜柑の

香りをのせて，新緑の海岸線を一路南へ5

時間，潮気に煙る潮岬を右に串本駅で大き

く東にターンすれば，初夏の太陽キラメク

熊野灘にでる。ここから熊野の津を浦をを

縫うて1時間，汽車は新宮駅に滑りこむ。

人口4万の新宮市は，熊野川口のデルタ

にできた熊野地方唯一の都会である。この

町は神代ながらにこの所にある。徳川時代

には水野3万5千石の城下町であった。紙

パルグエ場の嵩い煙突，熊野川を上下する

プロペラ船の爆音，立ち並ぶビルデングや

脊後地20万住民の生必物資をまかなう商店

街の周辺に集まる大小60製材エ場からは，

明け雑れ衣を裂く製材鋸の叫び声が絶えな
い◎

市の年間税収2億円のうち，木材と製紙
7割を担っており，また工業総生産41億の【

本稿をつづるに当たり，新宮市助役，東牟婁地方事務

『

一
】

新宮市熊野川をへだてて三重鵜殿をのぞむ

円のうち’木材と製紙パルプでその所林務課長，花本新宮木協専務，日下与兵術翁，須川製
薑た工業総生産41億の93％を占めて材社長，新宮原木市場の方斉にお教えをいただいた。

-20－
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2．熊野川25万ヘクタールの原木林

昔から坐っていても大径木が蝋富に流~ドして来た新宮

の製材業者にとって，ここ数年来の原木入手難は確かに

大きな悩みである。

熊野川は新宮市で海に注ぐ．。この河は紀伊半島南部最

大の河川である。その延長161km谷食の総延長実に

2,500kmに余るといわれるこの河は流域に25万ヘクタ

ールの森林面積と850万Xn3の蓄讃を持ち，昔はその8

割までが新宮製材業の集材圏であった。熊野ﾉ1lは上流で

二つにわかれ,奈良県山上ケ岳に端を発する十津川と,三

重県大台ケ原より流れ出る北山川の二本が和歌山県本宮

町宮井で合流している。流域は多雨温暖の暖帯林である

が，道路の開発がおくれていて木材はもっぱら流送に頼

って新宮に出されていた。年間20～30万In3の木材が管

流しや筏流しの方法によって流下されていたのである。

終戦後それが陸送に変わりはじめ，昭和語年5月五条

新宮を結ぶ国道168号線の完成とともに，これまで新宮

材の主産地であった十津川地区年産13万m3の6割の木

材が和歌山県内産の良材を引きつれて，が然五条桜井市

場に向って逆流しはじめたのである。吉野材のネームバ

リューのもと新宮材よりは1割方高値に売れるからで，

このため尺上二間もののほとんどが新宮市場から姿を消

すという事態が発生した。熊野川という天然の要害も川

丈道路と､』う新宮の孤塁もすべて役に立たなくなった。

その翌年7月待望久しかった国鉄紀勢線の東西連通で製

品の送り出しが安くなった喜びもつかの間，その後，年

とともに新宮製材自慢の厚板生産も消えていった。現在

新宮製材の集材勢力圏は6～7万haになっているとも

いわれる。

このように五新線の開発は新富製材業界に対して予想

外のマイナスとなって現われたのであるが，しかしなお

残された中目材を中心に対策が行なわれる一方，製材業

者の自伐，近年開設をみた原木市場からの零細原木の集

荷供給の道も開らけ，なお北山方面の豊富な老大木資源

も温存されているし，一方弁甲材時代の憤習的遺物であ

ったヘクタール2,000本植えも近年4,500本植えに改良

されている等将来の見通しは必ずしも悲観ばかりではな

い。木材景気の変動や原木入手条件のいかんは別とし

て，新宮製材産地脊後の林業地帯はなお健在である。

熊野川沿岸5,000人の山林労働者と61名の原木業者が

今なお活動しており，新宮営林署の官材2万nl3が昨年

中に放出されている。

心ある市内業者のむしろ脊後林業地滞の造林に対-3-る

深い関心は，今後内地材専門に生きてゆかねばならぬ土

地柄として大きくうなずけるものがある。

3．古い歴史と60の製材工場

A新宮製材エ業の歴史

平安朝の昔より，蟻の熊野詣でといわれるほどに皇室

公家の尊崇を受けた熊野三山とこれに関連して発達した

熊野水軍，造船技術と弁甲材，林業の形式もしたがって

定まっていた。杣角大材の管流し筏流しであり，2,000

本植えの粗植林業であった。新宮材は往昔築城にも，そ

の後酒樽にも用いられた。新宮製材の歴史は古い。

新宮の製材が手挽から機械挽に変わったのは日清戦争

後であるが，しかし手挽は日露戦争直後も若干行なわれ

ていたと日下翁は語る。明治中葉をすぎる頃もなお厚さ

一寸の厚板が主につくられていて後に八分，七分と薄く

なったが，七分の時代が随分長くつづいた。日清戦争が

終ると新宮の郊外に遠州の人が来て7～8馬力の丸鋸ス

チームエンジンを据えつけた。後にこれが津田某という

同じ遠州の人に経営が替わったが，氏はさらに一エ場を

建てた。この頃東京の人安田某も公称20馬力の製材工場

をつくり，薪を燃やして蒸気を立てていた。手挽は次第

に力を失ない，新宮河原に逃げて数も減っていった。

日露戦争の終煽とともに英国ランソム型の竪鋸が登場

して何枚もの厚板を同時にひきはじめた。この頃各工場

には耳摺小屋というのが付帯していてこれだけは手挽で

設術改善により生産性をあげたS工場の一部

あった。当時の工員ば9時間労働日給35銭であったが，

この功程だけは請負制度であったという。しかしもうこ

の頃は，熊野川原に追い落された手挽職人の木挽唄城全

くきかれなかった。

日露戦後の木材価格の騰貴から小擬本の賃挽き工場が

ふえたが，原木と水運と金融資本を握る問屋制度がそれ

ら中小製材の上に君臨していたといわれる。当時日本で

も珍しく原動力に電動機を使うエ場も現われた。

明治の終りから大正の初逸にかけて秋田の官材が東京

－割一



付加工等が主である。

県下の製材工場は616工場，26,155馬力，従業者総数

7,000人に比べれば，新宮の製材工場は約その一割の規

模である。一工場の製応捕層力平均においても大差はな

い。

生産性の低い重労働の製材業には，若い労務者が集り

がたい。年間30万m3を消化する能力を持つ当地製材工

業も，原木入手の制約よりもむしろ労務者減少のため今

後生産減少が憂慮されている。また山から原木を運び出

すトラックの積載量も，道路の改修とは反対に40～45石

髄から50～55石積とむしろ減少してきているのは，運転

手賃金の決済方法にもよるが，人手不足の結果を反映し

ている。

昭和38年度中当地製材が消費した原木型は20万In3で

あるが，外材の1万In3を差し引けば全部内地材であ

る。しかも船積移入材はない。地許材だけに頼って製材

している製材地は県下にはここより他にない。

■
一

■

原木市場一月に九回の市がたつ（市内に二つの

原木市があり市内需要の6割を供給している）

市場に大戦に出回り，新宮材の市場が蚕食せられたた

め，大正に入るとこれに代り阪神や堺に重点をおき，一

方台湾，朝鮮，大連，青島に進出して，支店工場までも

設けるに至った。

大正末期から帯鋸が入りはじめ，昭和の木材統制前に

はほとんど主力は帯鋸に変わっていた。さきにものべた

ように，天然の要害態野川の水運一つに頼んでいる間

に，昭和も年を重ねるにつれ，鉄索．道路の開設で，沿

岸材は奈良，三重，紀北，田辺方面に搬出しはじめてい

た。ただ熊野川の川丈道路は戦後もしばらく完通しなか

った。新宮市場に出る原木は細くなり少なくなって行っ

た。昭和に入ると急激に出水が激しくなったのは上流の

成綴が進んでいることを物語る。そのため流木止めの網

場が強化された。明治22～44年までの平均一カ年間の流

損木81,300石，昭和14～23年までの平均65徴000石となっ

てい為。

大正10年から昭和11年までの平均年間1,500隻の船が

熊野川口から発船しているが大部分が木材の積出しであ

った。

B新宮製材工業の現況
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昭和27

昭和58

備考27年度75影が流送材，38年度流送なし

丘謂喧路開設以来十津川材が来にくいため新宮への奈

良県材の出材数は減少している。

当地製材業界に対する原木供給の主力は原木市場二つ

であって，年間全消費量の60％がここで扱われている。

他に原木センターが一つ陳列定価販売をしていあが扱い

盤は小さい。原木価格は昨年同期より値下りしていて，

現在職ぱい状態にあり,nl3当りスギ中目材14,300FW,

ヒノキ16,500円程度である。

製品の送り先は京浜，中京，阪神，東北の各地で東京

までの運賃は石当り200円程度である。昭和34年7月の

紀勢線全通で石当り70円ほど安くなった。製品はスギ6

割ヒノキその他4割の中目材の板角割で，一時幅をきか

せていた押角は少なくなり，ヒノキ細目材は丸太のま童

松阪方面へ送られるのが多い。
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1時不況で工場縮
少のこともあり。
2次加工工場7エ
場

1 200

86038

C新宮製材の特色

明治室での弁甲材は大正にかけて厚板となり，昭和の

木材統制前までは平角・板・大型垂木が主であった。今

日の新宮製材にはこれという特色もないが，主として二

間中目材の一般市場対象の板・角。割である。だから中

この表に見るように，年とともに工場数は減じ馬力数

がふえている。近年にいたり労務者の平均年齢は樹齢化

している。まだ七つの二次加エエ場は平均5馬力従業員

5人である。これらは板割プレナ加工，ヒノキ床板の瀞

－22－－
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0

目材が重用されている。

大正の初め秋田官材の東京市場進出により圧迫を受け

た新宮材は，阪神市場への重点移動と海外進出を余儀な

くされた。ところが大阪市場にあっても浪速商法独特の

値切り叩きという強い力がある。

当地業者は自衛手段の一つとして余儀なく原木と同じ

材讃の角材を採る方法を編難出したのが，安建築の垂水

に用いられるいわゆる押角であるという，元の方半分が

角材で先半分は丸太のままである。中径四寸以下の材を

用いて造った。この歩止り100％の製材は熊野材の特長

の一つとして総製材材積の10％にも達していたが，外材

の流入により昭和37年頃から販路が急速に小さくなり，

今ではただ仮施用材としての需要にとどまり一時の半分

の生産に減った。電柱材の生産は県下でこの地区が主で

ある。あえて質的な良材はといえば，ヒノキ材製品であ

ろう。厚五分の縁甲板と正角ものともに市場の評判はよ

いo

製材技術特に採材技術は高く80～83%の歩止りは23番

手以上の薄鋸を用い，曲材傷材の料理の仕方などう左い

ものがある。長い歴史のもとに練えられてきた技術であ

る。供給される原木の形が大何一定しているのと遂年の

値上がりが鋸のケージの番手と技術を追い上げたともい

う。

④
一

凸

元来製材工業は工業というべくあまりにも付加価値率

が小さく生産性も低い。利潤の少ないのは原木高にもよ

るが何十年変わらぬ工程の単純さにある。またそこに'j、

規模事業として成り立つ余地も生まれるのであるが，そ

れがまた企業の合理化の道をふさいでいる。ここで朧値

人34工場のうち20工場までが20馬力以下の小規模工場

である。会社形態のものでも26工場のうち20工場が100

馬力以下である。親子2～3人の小規模工場は，利潤・

生産性は別として好不況に対する弾力性は強いが，中規

模以上になると合理化投資の効果が大きい。S氏のエ場

においては一昨年よりこれを行ない2年足らずの間にエ

員44名から30名に減じており，それ以上に生産性が上昇

している。

今一つ，銘柄別規格の統一と共同出荷がある。この土

地は歴史が古いだけにむずかしい点もあるが，市場販売

主義のこの土地は，特に市場から遠い点もあり共販の利

は大きいのでなかろうか。

二次三次加工への希望はいずれの産地もひとしく念願

しているところであるが，大量薄利製材の一本道だけで

なく，特殊技術の育成を図って技術を売る方向に努力を

払う必要がある。内地材専門の産地として，この角度か

ら今後を厳しく見定めてゆく必要があるのではなかろう

か。

‐

4．内地材の特質生かして，協業化と二次加工へ

この土地ほど戦後輸送条件の改善にめぐまれた製材産

地も少ない。原木の流送から陸送へ，製品の船輸送から

鉄道輸送へ，実にここ30年以内のことである。流送時の

原木ロスも海運による危険もなくなったが，あくまでつ

きまとう宿命的な悪条件は，あまりにも需要地とかけ離

れすぎていることでああ。そして付近に外材を入れる良

港がないことである。これは他の有利条件をつくってカ

バーしてゆくより方法がない。

新宮製材界当面の宿題である原木の入手確保について

は，搬出路の改修，原木の共同職入，ただに価格のみな

らず，生産地への資金の投入還流等まだ打つ手はある。

いずれも協業の形で行なうべきで，五条桜井の強豪を前

に新宮で相競うことはなおさら原木の高騰と入手難を呼

ぶだけであろう。

新宮は内地材だけで生きてゆかねばならぬがまだまだ

供給地が近くにある。これは好条件といえる。和歌山，

田辺とはよきにつけ悪しきにつけて違う。奥地原木林の

育成が引いては新宮業界の盛衰に連なるのである。四

国・九州材にも外材にも頼れない。長期計画が必要と思

.われ為。
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わが国のパルプ製造技術は先進国のそれに比べていさ

さかも遜色がないが，外国に比べて著しく割高の原木を

使わなければならないところに深刻な悩象がある。これ

を解決する一助として，パルプ廃液中の未利用成分の高

度利用が注目されるようになり，とくにここ数年間に業

界各社は漸次関心を高めてきた。

パルア廃液中にはリングニンのほかにも多触の炭水化

物や有機酸などが存在するので，廃液の利用は、廃液そ

のまま，⑥炭水化物，、リグ'ラニン，、有機酸を対象と

する4種の利用方法に大別されるが，ここでは廃液成分

の主体であるリグニンの分野にの拳焦点を合わせて記述

する。

1．リグニンの化学構造

リグニン利用のW暁を進めることがきわめて困難であ

ることは周知の通りであるが，この反面，従来の研究方

法には多分に暗中模索的のところがあったこともいなめ

ない。したがって，この分野の研究においては原料リグ

ニンの化学椛造を的確に知ることが重要であり，またこ

のことは木材中のリグニン（プロトリグニン）の化学櫛

造を把握することにより可能となる。・

リク・ニンはコニフェリルアルコールの重縮合したもの

であろうというKlason氏(1908年）の見解は，迂余曲

c折はあったが，その後の研究者によって実験

C 的にも婆付けされ，今日ではプロトリグニン

がC6-C8体であるフェニルプロパン基本僻
C

造[a)'から織成されているということが通念

刀:臓営航ﾃ噸麓獺
4びバラ・オキシフェニル型[d)の3種額があ

[a]るが，主として針葉樹リグニンは[b)から，
広葉樹リグニンは[b)と[c]から，童た草本リグニン

iX[b],[c]および(d]から織成されている。これらの

フェニルプロパン基本構造がどのように結合してリグニ

ンを形成しているかについては，なお未解決な点が数多

く残されているが，針葉樹プロトリグニンに存在すると

考えられる各椛造型を強調して模型的に化学柵遊を示す
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針葉樹プロトリグニンの化学柵造模型図
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》このように複雑な化学構造を有するプロトリグニンが

パルプ製造の過程において，どのような変化を受けるか

については次第に明らかになってきたが，その細部につ

いては未解決の問題が多い。とくにクラフトパルプ製造

における脱リグニンの機購はサルファイトパルプ製造の

それに比べて不明確な点が多く，したがって前者のパル

プ廃液から得られるチオリク・ニンの化学勝造は後者から

得られるリグノスリホン酸ほど明らかでばない。しかし

両極工業リグニンの化学的性質としてはリグノスルホン

酸がスルホン基を有するのに対して，チオリグニンはフ

ェノール性水醗墜が多いことを強調することができる。

この差異は従来のリグニン利用の研究においても留意さ

れてきた。

2リグニン利用の現状

ChemicalAI)stracts誌からリグノスルホン酸および
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する。表の備考にも示したようリグニン製品には、単に

廃液を濃縮したり，粉末化するほか，⑥アルコール発酵

や酵母発酵したのちの廃液の溌縮や粉末化，、リグノス

ルホン酸のカルシウム塩をナトリウム，アンモニウム塩

に転換，④特定の用途を目的として加工するなど，それ

ぞれの用途に適するように変性処理したものが多い。わ

が国のリグニン製品は30種以上にわたっているが，第1

ｦ・オリグニンの利用に関する過去14年間の報文および特

許数を調べたと眞ろ約650筋が認められ，うち報文数は

約280篇である。この数は著者の予想よりはるかに少な

いので，相当数の見落しもあろうし､またChemicalAb-

StractS側の集録もれもあるように思われる。従来の研

究経過を探るため，便宜上，リグノスルホン酸およびチ

オリグニンの単離法，各種分散剤，土壌改良剤および土

質安定剤，イオン交換剤，糠剤，合成樹脂，ゴム補強

剤，分解生成物（大半はバニリン関係)，その他の9項

Iﾖに分け，これらの報文および特許数の全数に対するパ

ーセントで示すと第2図のようになる。

第2図から従来のリグニン利用に関する研究の動向を

うかがうことができよう。分解生成物のうちの相当数は

バニリンの製造に関するものであり，分散剤および鰊剤

関係のものと同様にリク・ノスルホン酸を利用の対象にし

たものである。また合成樹脂関係の研究が最も多いこと

第2図1949～1962年見られたリグニン利用に関す
る報文および特許の各分野比率
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SCP

誰：認芳良働rl単仁汁して加襲術殆

表に記した以外にも製造を計画している会社が若干あ

り，近い機会に新製品が登場するものと考えられる。

しかしながら現在利用されているリグニンの量は微々

たるものであり，その利用量の増大は心ずしも楽観を許

さない。パルプ工業の採算に確実にプラスするために

は，なお一層の努力と相当の日数が必要であろう。とく

に一番の強敵が合成高分子物であることは明らかで，リ

グニン利用の将来を左右するものば製品の性能とコスト

であることはいうまでもない。

3．リグニンを原料とする合成樹脂の製造

筆者らは現在，リグニン利用の研究を主としてクラフ

ト廃液から得られるリク・ニンを原料として(鋤合成樹脂，

(り分散剤および{C}イオン交換体の製造のろ部門について

行なっているが，こ､れらのうち合成樹脂の製造は最も発

展期待できる部門と考えている。この研究方針を以下の

3項目に分けて記す。

5－1樹脂原料として適したリグニン単離法の確立

クラフト廃液からチオリグニンを単離するには(a)炭酸

ガスでpHg程度にして沈澱する部分を取り出し,(mさ

らに鉱酸を用いてpH1～2にして沈澱する部分を取り

出す方法が提案されているが，このpH範囲については

十分な検討がなされていないので，筆者はより活性部分

の多いチオリグニンを単雛するための研究を行なってい

る。また単離の際の処理温度はチオリグニンの色に微妙

な影響を与えるので，この点についても検討を進めてい

る。

30
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比
20

率

(％）’5 司 弓

10

河

５

「 「

単分競＃犠合ゴ分そ
ゞ縢撫§霊”
法剤舗淵剤服剤物他

は興味がある。この分野では，しばしばチオリグニンが

原料として用いられるが，これは前記のようにチオリグ
ニンのフェノール性水酸基が多いことにもとづき，容易

にフェノールの代替物たりうると考えられてきたためで

あろう。いずれにしてもリグニン利用の研究がリグニン

の反応性の観点から，基礎的に検討されだしたのは比較

的最近のことに思われる。

現在パルプ工業各社はリグニン利用の開発に相当な努
力をしており，用途に応じて多種類の製品を市販し，ま

た製品を試作しつつある。したがってそれらの実情を的

確に知ることは困難であるが，海外におけるリグニン製

品は120種以上にも達し，今後とも増加する傾向にあ

る。わが国のリグニン製品の主要なものを第1表に総掘

桑
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S-2リグニンとフェノール・ホルマリン樹脂とのり，さらに熱処理によっては黒色化する傾向があるの

反応条件の検討で，その用途面によっては著しく制限されることにな

リグニンを合成樹脂に利用する試承については多数のる。たとえば接清荊として用いる場合，リグニンの色臓

提案がある。しかしその製造条件の多くはリグニンをフそれほど重要とは思われないが，樹脂成型品への利用を

エノール・ホルマリン樹脂に混合するという方法であっ考える場合は用途面はきわめて限られたものになる。

て，このような方法では，すでに分子量の高い（2000～この意味で天然では無色と考えられるリグニンが，な

5000）不活性のチオリグニンとフェノール・ホルマリンぜパルプ製造過程で褐色を呈するかを究明すると共に，

樹脂との共縮合反応は円滑に進行しない。事実，成品の淡色の工業リグニンをうる方法についても検討したいと

性質は劣悪である。この意味において製造条件の検討は思っている。

重要であり，この場合とくにチオリグニンを適当に変性むすび

（活1對上）することが必要である。リグニンの利用研究は基礎部門と応用部門に大別でき

それで蕊者はチオリグニンのホルマリンによる活性化るが，わが国では功を急ぐあまり前者の研究が鈴ろそか

およびフヱノールによる活性化を行なったのち，フェノにされてきた嫌いが多分にある。あるいはそれを行なう

－ル・ホルマリン樹脂と反応させて木材接蒲剤やシェル人員や時間にゆとりがなかったというほうが適切である

モールド用樹脂を製造する観点から研究を行なっていろかもしれない。しかも各人，各社によってバラバラに研

究の進められているのが現状で
第3回チオリグニンのホルマリン活性化
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(第3図)．またフェノールで活性化したチオリグニンと

キシレン.ﾎﾙﾏﾘﾝ樹脂との共縮合反応についても研響"･棚‘'''林業科学技術振興賞についてⅧ榊‘"，§

撫蹴榊鋤……一義擬鰐職鱗謝
現在までに得られた結果を総括すると，木材接着剤と皇貢献し，またはその見込象のある40歳以下の研究里
して用いる場合,ﾘグﾆﾝのﾌーﾉーﾙ･ﾎﾙﾏﾘﾝ樹富者(試験研究機関または大学等において研究に従宴
脂に対するリグニンの使用率は50%が限度であるが，さ宴事するもの）に対し，その研究の奨励と促進に寄：

冒与し,研究者の日常の研鐵と努力に報いるために,iらに使用率を50％まで高めるべく努力中である。
言この賞を贈っております。賞金は10万円です。ず

る－ろリグニンの色に関する研究皇
誉第5回授賞式は5月29日東京において開催され亭

この研究課題は合成樹脂原料としてのリグニンの色に言た日林協第'8回総会にひきつづいて行なわれまし亨
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廷
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蜑

了

第 3回薑？
皇

亨
林業科学技術振興賞受賞記念 、

鼻

亨

、

？苅 住昇．
〔林業試験場造林部]''…卿心",,,,1"II;

に関する研究

今回私のような未繋渚が受賞したことは誠に面映い限

りで，今後一層奮励努力しても皆さんの期待に沿えるか

どうか心配ですが，今後もこのような造林に関する生態

学的研究を通じて林業に貢献したいと思ってますので，

一層の励ましとご指導をお願いします。

今までに発表した多くの論文のくわしい内容は，紙数

の関係で書きつくせませんし，その要約については林業

科学技卿娠興所から「育苗育林技術の基礎としての林木

の根の働きと生長」と題してパンフレットを出していま

すのでそれを見ていただくこととして，ここでは研究の

経過とその背影としての生態学的な考え方の動向につい

て触れてみたいと思います。

昭和26年に林試・造林部・植生研究室に入り，当時の

研究室長はいまの日大教授の栗田さんでしたが，ある日

私に森林生態学の中でも地下部については研究が少なく

てまだわからないことが多く，森林を生態学的に解析し

てゆく場合に支障になることが多い。労力的にもまた研

究費の面でも根についての研究は楽ではないと思うが，

君一つ勇気を出してやってみる気はないか！というこ

とで，その頃の研究室の主要テーマであった森林群落に

関する研究の片手間に根系の問題に取り組んだわけで

す。始めは全く何の予備知識もなく，先にこの面でいろ

いろ研究された佐藤（敬二）・中島，宮崎先生などの研

究成果を読承返えす一方，土壌調査部の塘さんからその

頃集めておられた貴重な文献集を見せていただくなどし

て根系についての今までの研究を整理して，暇を見て場

内の林（まだその頃は場内にも各種の林が残っていた）

でトレンチを堀って調査を始めました。

その頃の生態学的な考え方としてば個体生態学的な立

場が退行して生物集団間の働き合いを中心とする考え方

が強く，したがって研究室の研究の進め方もブランーブ

ランケを中心としたチニーリッヒーモンペリエ学派の思

想による群落単位の決定とこれらの相互関係や集団と環

境との関係に絞られていました。このような生態学的な

背景から根についての研究も種個体についてではなく

て，地上部に成立する群落に対応したいわゆる森林群落
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の地下部の構造の把握とその解析に重点をおきました。

まず場内のクヌギーモミ林を群落モデルとして地上部

に対応した根の分布を見るために長さ10m,幅1.5m,

深さ2．5mのトレンチを掘ってその断面に現われた各樹

種の根の分布を測り，クヌギーモミ群落の地下部の構造
を定量的に表現し’また群落内における種間の根の問題
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を明らかにしようとしました。この結果は第1図のよう

な分布構造図で一例として示されます。草原群落の根系

調査で名高いウエバー教授はこのような調査法（コドラ
ニ

ード・パイセクト法）によって群落の地下部の櫛造の研

究に効果を収めています。このような方法で資料を解析

してゆくにつれて，群落の中に引かれた厚さを持たない

一つの垂直断面で群落全体の地下部の織造を表わすこと

はきわめて危険性が大きく，あるいは完全に群落を代表

するような資料をえるには多大の労力がかかることがわ

かりました。

その頃，片方では群落調査が進んで，群落の類型化が

なされ，群落単位と環境との関係が明らかにされ，土壌

部門では各地で土壌調査が行なわれて森林群落の土壌条

件が次第にわかってきました。このようなところから，

群落全体の地下部の構造を問題とする前に種の根系の特

徴を明らかにし，これを類型化してその組合わせが群落

の型とどのように対応するかを検討し，また根系の類型

と環境（主として土壊条件）との関係を問題とする，た

とえば乾燥性の群落を柵成する種類の根系型は浅根型の

組合わせによるか？といった方向に考えを変えた方が

よいのでばないかと思うようになりました。そこで調査

法も今までとは異なり，樹種ごとに根元から一定の距離

に長さ2mのトレンチを設けてその断面に現われた根系

の分布状態を類型化の指標にして定璽的に根系の性質を

表現することにしました。その後数年にわたって場内の

成木について調査を行ない，約'50種類･60本調査を終え

ました。その類型化の結果を樹種ごとの記戦とともに林

業試験場研究報告第94号（昭和52年）に戦せました。こ

の研究で苦労したのは根系の類型上を定通的に行なうに

はどのような指標を取り上げればよいか？といった点

で，いろいろ考えたすえ(1)細根の深さによる変化，(2)太

根の分布，(3)一定土壌層における分布頻度，(4)細根の多

さ，(5)太根の多さ，(6)最大深さの六つの項目を取り上げ

てこのおのおのをその量の変化によって4～5段階に区

分し，その数字の組合わせによって類型化することにし

ました。しかし実際に数字を並べてふるとその配列型は

連続的に変化していてどこに類型の線を引けばよいか迷

いました。結果としては類型化が困難なときには根の吸

収作用を重視して細根の愛や分布に重味をかけることに

なりました。また同じ配列型でも根系の形態が全く異な

る場合もあるので，上述の6因子の外に形態型を設けて

上記の類型を亜型として細分することにしました。その

結果調査木の根系は深根性根系型としてはアカマツ型・

カツラ型・スギ型の三つ，浅根性根系型はシラカシ型・

ミヅキ型の二つ，中間型はアオギリ型・クスノキ型の合

蕊1表定髄的に決められた根系型

型 亜璽種名

シラカシトウヒオウシュウトウヒ

“ツガツガ

ヒノキヒノキ

サワラサワラ

シラヵシシラカシ･ウラジ官ガシ･イチイガシ･イヌシデ･イヌザクラ･プチ･･イヌプナ

ノダルミノ”レミ・ヤマハンノキ・ハクウン爺ク
■●

クリクリ

ホオノキホオノキ

ケヤ先ケヤキ・ムクノキ・エノキ

ミズキミズキミズキ

ニンジユエンジユ

アオギリ

クスノキク承ノキクスノキ・コブシ
①

キリキリ・ハリギリ

ァカマツモミモミ

アカマツァカマツ・ク画マツ・テーダマツ・ダイオウマツ・ヒメコマヅ

スト画争ツストロー表ツ

リギダマツリギグ?ツ

スギスギスギ

ラクウシ圏ウラクウショウ

力ツズダジイスダジイ・マテパシイ

トネリヨトネリコ･アメリカサラジﾛートネリコ

クヌギコナラ・クヌギ・アペマキ・トチ・オニグルミ

カツラかｿテ

トウピ

ッガ

ヒノキ

サワラ

シラカシ

ノダルミ

クリ

ホオノキ

ヶャ分

渓概性

根系園

中同性

机緊製 ﾛ

アカマツ モ ミ

アカマツ

ストロ…ツ

リギダマツ
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計七つの主な根系型と25の亜型に細分されました｡(第1

表参照)。つぎにこれらの根系型と群落調査から明らか

にされた種の立地に対する適応性との関係を検討した結

果，湿性群落は深根性樹種で構成され，乾性群落には，

浅根性樹種が多い。また細根が細くて分岐の多いもの

は，乾性群落の構成種に多く，逆のものは湿性群落に多

い。種の遺伝的な根の特性は土壌条件の変化によって撹

乱されない（変化のレベルが異なる)。各樋種とも根量

（断面積として）の垂直分布は原則的に上層から下層に

向って急速に減少するが，その変化は対数的な簡単なも

のではない。細根の分布と同じ傾向にある土壌中の因子

は通気条件で，根の呼吸代謝と根系分布との間には密接

な相関関係があるなどのことがわかりました。またこの

調査から今までの根の形態や分布を土壌水分との関係で

見る傾向が強かったが，むしろ水分の分布と逆の関係に

ある通気条件（呼吸代謝に関係する）に結びつけた方が

根系型を理解するのに都合がよいことが推察されまし

た。このことは後で根の生理的研究を進めていくための

重要な手がかりとなりました。このような根系の類型化

に関する研究は直接実用的な効果を狙ったわけではない

が，造林の基礎として立地判定（指標植物として)，植

栽樹種の決定，林地肥培，間伐，風倒，林地の崩壊など

各種の方面で技術の基礎として役立てばと思っています

この研究から発展した根端の呼吸代謝についての研究

はその後断続して進められ，その一部は簡単に報告しま

したが，その結果浅根性樹種は呼吸代謝力が大きく，逆

に深桐生樹種は小さい傾向があることがわかりました。

この結果はさきの冊暁で根系型と土壌通気との関係から

も推察されていたところで，根の代謝能力が根系の分布

へ一

一
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を直接左右していることがわかった点はきわめて興味深てその割合はほぼろ：1になる。しかしこの関係はあく

く思ってい霞す。までも蓄椴部分についてであって，細根のような働き部

上記の根系の類型化に関する研究が終る頃から植物生分の量は地上部の働き部分(葉量)と一定の関係にある。

態学の面でも群落の物質生産を対象とする研究が盛んにこの割合は樹種によってかなり異なるが，カラマツでは

なり造林の研究面でも密度を横軸にとった林分の生産構10～11：1程度であった。土壌表層部の根密度（土壌1

造の研究が盛んになってきました。根の研究もこのようnl3当りの根量）は適当に閉鎖した林では800～900g

な観点から今までの調査と観察を基礎にして主要人工林（乾重）になる。この程度の童が細根の閉鎖量と思われ
の地下部の構造の解析に研究を発展させてゆきました。る。根鎚の垂直分布は深さ30cmまでに総鎚の40～50%
この研究では前の研究と異なり根の重量分布が直接間があjるが，林齢の増加にともな.って深部での割合が増加’

題となるので，まずブロック法による根量測定法の確立する。吸収表面積の割合では表層に約60％がある。根系
から手をつけました。その後，昭和52年から現在までスの全長はスギ40～50年生林分で4×103km/ha程度とな
ギ，ヒノキ，アカマツ，カラマツなど主要樹種をはじめり，その表面穣はろ×104m2となる。45年生スギ林分で

外国樹種，広葉樹も含めて約10種類の林分について若いは伐採による根系の腐朽によって120ma/ha程度の孔隙
林から50年生林分まで約55林分450本の根迩を測定（地ができ，土壌に猟元される無機塩類蛍を推定したところ
上部童の測定も含めて）し寵した。この調査のため掘りでは窒素80kg,りん酸15kg,カリウム72kgとなった。
上げられた土壌の量は2.700m3になります。根量の解析によってその他いろいろのことがわかってき

篭2図各獅スギ林分の吸収継造

玉窒己公OAL ，貝塁 3 4年45年
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この根量調査の結果根の部分（根株，大佳根，細根）ました。次にはもっと技術に直結した具体的な数字を並

別，土壌の深さ別，水平位置別根量が各林分（林齢，立べたいと思っています。このような地上部に対応した地

地条件別）について明らかになり，根も含めた林分の総下部の根域分布の解析は今後林地の生産性を向上する技

愈がわかることになりました。また細根の分布から地上術の基礎として役立つものと信じています。

部の同化生産の構造に対応した地下部の吸収構造が明ら今後これらの研究資料を取纏め，検討して「林木の根

かにされ室した（第2図参照)。この研究の一部は林学についての生理生態に関する研究」を一層発展させたい

会で数回にわたって報告しましたが，近く一括検討，考と考えています。研究の態度としては生態学的立場から

察して報告する予定にしています。ここで今までにほぼ林地における現象を研究室に持ち帰り，その結果を再び

わかった興味ある2，5の点を上げると，同化生産物の林地に還元するような方向で，あくまでも林地に密着し

地下部における蓄穣通は地上部のそれに対応して変化した研究を進めていきたいと思っています。
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柱を20本ばかり横にズラッと並べて，ヒックリ返しヒツ

クリ返し，手板をにら象ながら何か印をつけていた。お

じに聞いたら，柱の使い場所やホゾの切り方を印づけし

て，なるべくどこにも柱のきずが出ないように工夫して

いるのだという。夏の終りに畑の中で，腹かけどんぶり

にねじり鉢巻でのんびり墨壷を使っていたはげ頭の棟梁

の姿が今でも目に浮かぶ。

鍼者も一昨年，巣箱のような家を建てた。もちろん請

負仕事の安普請，それにまだ現職時代だったのでロクに

見にも行かなかった。でき上がって入って象たら，玄関

の桃に大きな節が出てるかと思えば，座敷のす象柱に面

が出ていたり，そのくせ台所や風呂場の柱に無地の面が

出ていたりする。天袋の側柱には切り損じた櫃穴が埋め

られもせず残っていた｡工業学校の先生上りの請負師が，

これで商売になるかと思う程安く見積ってくれたのだか

ら，いまさら文句も言わなかったが，かけ持ち現場があ

って思うように監督に来れなかったことを謝っていた。

その後座敷の柱の面を見る腰に，畑の中で手板をにら

悪ながら柱をヒックリ返していた辻堂の大工を思い.出

す。そして二度目かに見に来た時の大工の仕事振りと思

いくらべて，こんな無様なことになるのも無理ないと思

う。積象場から手当り次第に運んで来た柱に電気カンナ

をザァッとあてて，面も確かめずに青写真に合わせて電

気ドリルでホゾを切って行く。青写真に合わせて作った

明細潜に合わせて材料の品質を整えて渡しても，これで

は座敷の柱に節が来るのもあたりまえである。省力機械

化ばやりの今日，手ノミや手カンナでトントンなどは時

代錯誤だとしても，与えられた材料で少しでも見よい家

を建てようという心意気までも一緒に省いてしまっては

それはもはや大エではなく単なる穴あけ職工である。だ

がわれらには青写真通りの間取りやﾀ噸の家を建てるの

が仕事で，中の柱の節がどうの，出窓の敷居の面欠けが

どうのは知ったことではないのだ。きれいにできたとほ

められるより，1日も早く叩いて次の仕事にかかった方

が得だし，時にその方がほめられもする。請負師が良心

的で，口うるさければ明日から来ないまでだし，建て主

が時たま来て文句をつけても，設計通りですまといえ

ば，どうせ予算も十分出していないんだし，今時の普請

とはこんなもんだろうと引込んでしまう。そこで大工ほ

ますます叩く。腕を承せるよりも早く切り上げて，帰り

にオートバイをとめて一寸一杯という気が先というわけ

である。青写真と電気カンナの当今より，手板と手カン

ナの昔の方が同じ金でも気持のいい家ができたようだ。

これは大工の話だが，大工のことを書いたつもりはな

い。何を書いた積りかは読む人の判断におまかせする。

灘
1

大過なく
ｒ
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ロ
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Ｉ
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●

淡 谷忠一

〔元林業講習所良〕

近頃の娠任の挨拶状には「上司先輩のご援助により大

過なく……」なぞという文句は見えなくなった。大過を

おそれずバリバリやる心意気の現われならまことにいい

ことだ。

「キヨウシヌ，アトヨロシクタノム」と電報打ったそ

の2時間後に本人が鉄道自殺した事件が大分県にあっ

た。電報を受け付げた係員が上司に相談したら，「信書

の秘密は侵せない」ということだったので警察にも知ら

せずそのまま発信したという。ほぼ同じ頃福岡県では

「シヌ，アトタノム」と電話で托送電報を申し込んだ人

を，局員からの連絡で警察が保護した事件があり，この

方は助かった。こと人命に関する大事でも，信書の秘密

を侵さなかったこの大分の局の上司は，きっと停年まで

大過なく勤めあげることだろう。信奮の秘密侵犯の責に

とわれてもつくすべきはつくしたという喜びよりも，大

過なき宏易さにつくのが今様なのかも知れない。

林野庁幟この3月，39年礎予算の執行方針について，

蝿臘2万5千字以上に及ぶ微に入り細に亘った通達を出

した。育林事業の項には，「とくに下刈作業については

苗木の切損に注意すること」までうたってあるほどの微

に入りようである。営林局長もここまで指示していただ

けば，小過も冒す余地もないし，そのまま担当区にリレ

ーすれば蕊が足りそうである。だが現場の実践にはケー

ス・バイ・ケースの自主的判断の余地を大きく与え，通

達の主旨をよりよく生かすためには，時に条文抵触をも

あえて辞せない気慨をもたせることが必要なのではなか

ろうか。実践の責任者にその気慨がなければ，「手術は

完全に成功した。しかし病人は死んだ」それは教科書が

悪いからだということになりかねない。それでは病人が
たまらない。

6
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昔錐者の鈴じが，その頃はまだ畑ばかりだった今の藤

沢市の辻堂に，息子のために家を建てた。たまたまおじ

に連れられて工事の様子を見に行ったら，大工の棟梁が

－50－
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美術博物館には1時間半もいたろうか。このコレクシ

画ンはもとこの地方の権力者であった伯爵の蒐集品を中

心としてできたものである。もちろん戦時中は全部田舎

に疎開させて事無きを得，戦後復活したものと聞く。あ

る室で，夫人が，、この中で一番よい画を選んで見て下

さい廷と質問されたのには閉口したが，一呼吸してゆっ

くり見，一つの画を指差したところ，ニッコリしてコッ

クリをされた｡かつて芸術院会員であり,私とは親しい彫

刻家の加藤顕清氏とローマの5日を共にし，毎日彫刻を

見てあるいたが，その時「ジーッと見ていると，いいも

のは必ず深く心を揺る」と教えられ，たくさんの彫刻の

中から，ミケロ・アンジュロの作品を私に選ぱさしたこ

とがある。その時のピン1､が，私に生きたのだ。しかし

一回りした後，夫人はいささかアキレ顔で，フシと溜息

をつぎ，亀あなたは家の主人と同じで，森林の方が好き

な人です、とズバリ釘をさされた。私はショーバー教授

と思わず顔を見合せて快心の苦笑をしてしまった。畳は

街の一流のレストランで，とてもおいしい鹿のステーキ

とキノコのつけ合せをご馳走になった。

午篠，カッセル郊外にああ森林公園ともいいたい中独

の有名なウイルヘルムヒューエ公園(ParkWilhelmhii-

he)に連れて行ってもらった。軟かいブルーに広がった

空，陽ざしも朝かるい。丘麓のフランス風庭園の中にあ

る領主の居城は博物館となっているが，教会や山上にあ

る城趾は豊かに中世紀の歴史を物語っている。巨木の配

列，岩石の配置，そして全体から見ると，森林を根幹と

した雄大なイギリス風な庭
酸ﾆｰｰｰ‘ﾕ･虹呉坐－

，、‘き、．；ぢ

L：園(Englishgarden)といえ

あった。

:厩シl",N,1ブナ林）また日旺の晩にはショー

カツセル(Kassel)

カッセルはハンミュンデンよりさらに上流南西20km,

フルダ河の河畔にある中独の都市である。鉄路ゲッチ

ンゲンから西に向うと，ハンミュンデンが，ちょうど

その中頃にあたる。そしてここは鉄路の分岐点にもあた

り，ドイツの典型的な地方都市の一つをなし，近郊には

中欧の自然公園として屈．“

指なウイルヘルムヒュー：．；＃、

エがある。ハンミュンデ

ンのある夜，ショーバー

家でみんなで話している

時，画を描く夫人から

、あなたは一度レンブラ

ンの画のコレクションの

あるカッセルの美術館を

見るといいですよ電と熱

心にすすめられた。アウトバーン風景

10月6日午前10時，ショーバー謝受のカーで，夫人
のご案内のもとに，その博物館に行く。カッセル市は大
職で撤廃的な爆鑿左受けたらしい。一家に一つづつとい

心にすすめられた。アウトバーン風景（牧草原と欧州ブナ林）また日吐の既にはショー
10月6日午前10時，ショーバー謝受のカーで，夫人バー夫妻は令息と三人でホテルに迎えに来てくれて，力
のご案内のもとに，その博物館に行く。カッセル市は大一で，カッセル市のオペラを見に行った。ドイツの人達
戦で徹底的な爆撃を受けたらしい。一家に一つづつといの音楽と劇に対する素礎を十分に堪能した。8時に始ま
われるほど，克明に躍禅をおとされたとさえいわれていって11時に閉幕。外に出てからお茶を飲んで12時近くホ
る･今もなおその酷い傷跡の残っているところもあるテ;ルに帰った。

が，ことに広場のあたりにポッツリ残ったブロンズが印シュリッツ(Schlitz)
象的であった。しかし外見的にはもうすっかり回復してラインハルツバルトの森林の中で，私は幾度か欧州力
都市としての活盈しいいぶきをしていた。ラマツのエリートの産地として’シュリッツという地名

－31－



を聞いた。私はそんな遠↓､ところへはとても行けないと

思っていたところ，10月ろ日，ショーパー教授が自から

ドライブして案内してくれた。その日は朝髄の深い日で

あった。8時半，彼はホテルに迎えに来てくれた。愛く

るしい15才く・らいの少年が一緒だった。

走り出してからすぐ眼ってしまったらしい。30分たっ

た頃ふと眼を醒ますと，寵（川霧であったのだろう）は

すっかりぬぐわれてその日も悪れた小春日和となってお

り，相当なスピードですでにハンブルクからフランクフ

ルト間のアウトバーンを走っていた。森林をぬけたり，

牧場を横ぎったり，青空の下，豊かな陽を浴びて，いと

もおだやかな風景の中を1時間ばかりスピード・アップ

し，それから田舎道に入って30分ばかり走って，中世紀

の物語から飛び出してきたような部落シュリッツ(Sch-

litz)に着く。

シュリッツは山中の古い町た。DinalteBurgenstadt

一一一

欧州ブナ林中の古城

と称され，また鳥の山地

鶏

役場，営林署，餐老院などに使われている。どこからも

この丘の上のある一群の建物は，中世紀の絵画からぬけ

出したように眺められ，統一のある風景が作り出されて

いるc

まず営林署に入る。もちろん署員の数は日本に比べる

と，非常に少ない。廊下に鹿の角が沢山かけられていた

のが印象的だ。かなり広い古風な室で署長と話したが，

非常にアカデミックな感じを受けた。ここからは営林署

長が東道の主人公となる。、まあ塔にのぼっ.て，このあ

たりをひと眺めしましょう、ということになる。塔は50

メートルぐらいと思うが，壁の厚さが2～3メートルも

ありそうだ。エレベーターでのぼる。塔の上では，一点

の雲もない空の下，透徹に中秋を柔かく溶けこませた陽

に「古城の街」とも愛称される地の展望が待っていてく

れた。じっと眺めていると，平和に憩う中世紀からのい

ぶきが，やんわりと心にまで通い始めた。その時，教会

の方から「君が代」のオルゴールが鳴りだした。「遊子

誰か故郷を思わざる」私の眼頭は熱くなった。そしてつ

づいてしばらくすると，「サクラ,サクラ」の童謡「ネン

ネンコロリよ'ネンコロリ」と子守唱，最後に｢いつき」

の子守唱がなごやかにひびきわたった。「Welcomeja-

pan」である。私はその瞬間の感情をフイルムに残そう

とシャッターを切った。

座席の後が仕事のできるようになっているフォルクス

ワーケンでシュリッツの森林を縦横に走りまわった。こ

この森木は海抜200|～500mの間にひろがり，造林地また

は撫育林で，経営起源は'760年に遡る。すばらしい欧州

ブナ林にも立寄り，欧州トウヒ林，欧州ブナ．欧州ナラ

(VogelsIRerg)と呼ばれる

山中の森林にかこまれ，シ

ュリッツラン卜(SChlitz-

land)といわれる地域一帯

の中心をなしている。ここ

には西膳812年に建てられ

た教会もあり，特殊な古い

建物も残っており，駿家に

は昔からの風習も伝わって

いる。そして古き日からの

お城や城壁がありし日から

の歴史をよく物語ってぃ物語的なシュリッツブナが立ちならび林床が．・

る。現在の人口は約5,000，おもしろいことにここにはメススキで占められている群落にも出合った。しかしも

1585年からのビール会社AuerhahnBriiuがあり，今もちろんこの森林地帯の本命は，すばらしい欧州カラマツ・

Auerhannというビールをつくっている。この町の中心と欧州アカマツで，それがまた森林視察の焦点であつ‐

ともいいたい丘の上には，教会，いくつかのお城が一つた。私がこれ童で見慣れなかったりつばな欧州アカマ

の池或内に建てられている。しかもその辰鰔は，現在町ツー欧州クロウスゴ林もここに見られた。欧州アカマツ・

－52－
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ﾄ

血のにじむような努力の生んだものです掩

私運ば一団地を見終ってからやや広やかな谷間の平地

に出た。そこで誰にでもわかる天然記念物の標識にぶつ

かった。そこは比較的ささやかな欧州ハンノキ(AInus

glutinosa)の籔林である。全く天然茜あるというので特

別保護を受けているらしい。こんな所を見ると，この20

年間の日本の森林に対する所業は，植物学をおさめる荘

にとっては納得の行かないところがあり過ぎた。またあ

るところでは枯葦が流畔の沼地に長くつづいた。またあ

るところには林檎の並木が無言で枝もたわわにみのって

いた。村里の入口にはカエデ(AcerPseudoplatanus)

の並木が，燃えるように識葉していた。

私達は別の丘陵的な山地に入り，旧伯爵の荘園を通っ

た。芝生のような牧草地に，なつかしや日本の鹿が放牧

されていた。バックが欧州アカマツで，奈良を思う。そ

れから私達はひととき欧州ブナや欧州アカマツのよき林

からよき林を渡り歩いた。そうして営林署に戻ったのが

の樹高は25m,胸高直径30cm,樹齢は約100年。欧州

カラマツのすばらしい林分はさすがに見ごたえがあり，

代表的なものは樹高50m(樹齢125")にも達していた。

しかしある部分では樹高30m,胸高直径30～40cm,"

9

4

欧
州
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マ
ッ
ー
欧
州
ク
ロ
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ス
ゴ
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落

垂

齢140年のところもあった。そして成長の良い端麗なカ

ラマツ林は，欧州ブナーコミヤマカタバミーCarexum

brosa群落と平行して見られた。なお一見天然林と見ち

がえるようなこのあたりのカラマツは，もともと種子を

チロールの方から導入し，それが選抜されたものといわ

れてもいる。

またここは，林木育種的実験でも有名なところであ

り，シ劃一バー教授も生涯をかけるカラマツ地方系実験

圃場をここに持ちより，欧州カラマツの60地方系と日本

カラマツの地方系の研究を続けている。またショーバー

教授にとれば，こここそ彼が学位論文を書き，学への道

の開眼した思い出のフィールドである。

ともかく，欧州カラマツの樹冠がどうしてこうもすな

おに直長に，そしてどの木も健康的にスクスクと伸びて

行くのか，不思議でならなかった。そして日本の，こと

に北海道のカラマツー斉造林に思いを定せた。無論ここ

には日本のような単独樹種の大面職のものもないけれ

ど，どこにか松川氏がヒパ林でいわれたような樹群取り

扱いの匂いがある。私は植物学者であるが，感激してこ

の森林を見，蓑た育種的苗畑を見，しっかりとしたバッ

ク・ポーンを持ったドイツ林業へ，心からなる敬意を表

した。シ冨一バー教授は，静かな森林の中で，つぶやく

ように言った。、ドイツの造林地は3代目の施業をやっ

ているところです。そしてこの美し､､森林は，長い間の

1

カラマツ類試験地

3時40分。少しの休憩の間にも，私は休まずにカメラを

肩にして，この雅致愛すべき街のスナップに出かけ，堪

能してきた。どこからか韻律に満ちた中世紀の風が吹い

てきた。私の旅情は喜びにあえいだ。

Schlitzを後に,15分ばかり走ると，ニーデルラウラ

(Niederraula),アウ1､バーンの一緒になる町角の古

いガス1,ハウス(Gasthaus)に入り，食事をした。冷た

い料理しかないという。ビールを一杯づつ飲む。ソーセ
ージ，ハム，チーズ，マヨネーズあえの野菜サラダとパ

ン。腹の減っていたせいか，何んともうまかった。

夕鯛のうすくかかった中をひた走りして帰る。金色に

燃え残った夕焼けが静かにも美しかった。私の心は軽ろ
やかに歌をくちずさんでいた。帰ったのが6時過。ホテ

ルで，スープとシャンピニオンのオムレツを食べ，グァ

スリと渡込んでしまった。

エ
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19,0.6cmではその半量の0.59になるようにできて

います。つまり直径5cmもある大きな株では,1.5cm

の長さだけ薬を押し出して使えばよいわけです。1haに

5,000株もあって，平均株径が3cmだと仮定すれば，

薬の総量は4,5009で,1009のチューブ入り45本を必

要とする計算になります。株の割りつけには，切出し，

ナタ，手斧などを使いわけますが，株によっては割りに

くいものもありますので，神奈川，長野の県立林業指導

所その他で，専用のナイフやナタを考案試作し，よい成

績をあげています。効き方は，はじめ茎葉が枯れ，半年

もたてば，薬を塗った部分から腐りはじめ，1年を繕勘

すると地上部にあった株の頭だけが残り，土中の根は腐

朽してなくなってしまいます。

以上がもっともよい使用法ですが，秋もしくは冬やっ

ても全然だめなわけではなく，また株から四方に出てい

るツルの根元を,3cmぐらい裂乃､て薬を塗布しておい

たものでも効いたという実験結果があります。クズは，

苗木を植えつける頃には案外少なく，とくに前生樹が広

葉樹であったような謂瀧地では親株ばわずかですから，

地栫時に殺すに限ります。密生してしまった造林地では

根株をさがすのに時間がかかり無駄が多いので，下刈の

都度株を見つけて棒を立てておき，ツルが1～2m伸び

たとき薬を使うようにすると能率的です。バインキラー

は林業試験場の特許製品で，林野共済会が，説明書つき

100glo本入り1ケースを2.500円で販売しています。

なお使用にあたっては，もよりの林業技術員にご相談

下さい。（林試三宅）

圃潤読室
識
：

質問造林地（古いところで昭和29年植,新しいところ
は38年植）を毎年1回～2回下刈していますが，ツル

類が繁茂し，その枯殺に困っています。

最近バインキラーとかツルキラー等の薬剤があると聞

，いておりますが，これら薬剤処理による場合の所要経

費と股も効果的な処理時期方法についてご指導下さい

（条件としてツル類が5,000株/haあるものとして）

答クズの茎菜を枯らす薬剤ほ2～3見つかっています
が，根株まで完全に腐るかどうかまだ確かめてないの

と，薬害がはなはだしいために，植栽木のあるところへ

は使用がむずかしい見通しです。そこで，安全確実で効

果のあるバインキラーについて説明しましょう。これ

は,2.4-Dを主剤にしたペースト状の薬で,1009のチ

ューブ入りになっています。まず，夏季の成長のもっと

も盛んなときに，ツルをつけたままのクズ株の頭を，株

の直径3cmまでは2ツ割り,4cm以上は~卜文字，それ

以上は6ツ割りの要領で，深さ5cmく'らいに縦割りし

この割れ目の底から2～3cmの範囲へ竹ベラで平均に

薬をつめ込ゑます。薬量は株の直径によって異なり，直

径1cmにつき0.59が基準です。したがって株の直径

を芯cmとすれば，だいたい19でよいことになり童

す。チューブを長さ1cmにしぼり出したときの量は約

の

&

一
一

議鯵鰯鈴
え活用してきた。いま，この最新版の日本語訳が訳者ら

◇ルンデゴルド･植物実験生態学のご努力によって完成･出版されたことば誠に感謝に耐
門司正三．山根銀五郎．宝月欣二訳えない。
xvi+551ページ，図:145,表:47,口絵写真:1's 訳者が序文に述べているように，本書の内容は，植物

一ジ，図版：Ⅱ．岩波書店，定価2,400円実験生態学,すなわち,植物と環境との関係の生理学的解
明に重点がおかれたもので，次の10章からなっている。

本掛は有名な、クリマ．ウント・ボーデン、(Henrik 第1章実験生態学の歴史と諸論
LUNDEGARDH:KlimaundBodninihrerWirku. 第2章光要因

ngaufdasPflazenleben,第5版b1-584,1957)の 第3章温度要因

邦訳である。原書の初版・本文402ページは1925年に出第4章水要因

版され，以来改版毎に内容の増補が重ねられた。原書の第5章土壌の形成と土壌の一般的な生態学的性質
第2版は,EricASHBYの英訳EnvironmentaT'rl 第6章土壌の物理的性質と通気性〔以下35ページへ〕
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溪流侵蝕地（）
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２
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林業改良指導員資格試験問題
』

●福岡県、

2．下記の岩石表を火成岩と水成岩に分類して，（）
内に岩石を記入しなさい。

（1）火成岩（）

（2）水成岩（）

岩石表

〔6月号のつづき〕

（木材加工）

2．製材工場の円鋸機械と帯鋸機械の優劣につ恥､ての説

明のうち，正しいもの2つに○印をつけなさい。

(1)帯鋸ほ円鋸より歩止りがよい（2滞鋸は円鋸より

設備費が安い(3)帯鋸は円鋸より一般に空転動力が

小さい(4)帯鋸は円鋸より外材等の大径材の製材に

適する

3．最近の合板には浴場やポートに使っても剥れない耐

水合板ができていますが，次の接着剤のうち最も耐水

性の強いもの一つに○印をつけなさい。

(1)大豆グルー(2)カゼインクルー

(3)尿素樹脂接着剤

昼

－

１
１

岩
岩
岩

岩
岩
岩
一

山
、

安
砂
玄

崗
板

花
粘
頁 武

ろ．下記のA群の語句とB群の語句で，もっとも関係の
深いものどおしを線で結びなさい。

(A群)(B群）

矢板石垣

パネルコンクリート

息角床堀

誕生土質

胴飼型枠
〔おわり〕

（林業機械）

,、エジンンを動力としたチニンソーについての次の説

明のうち，誤っているものに○印をつけなさい｡．

（,)現在出廻っているもの億外国製の方が多い(2)2

サイクルエンジンが使用されている(3)馬力は4～

8馬力程度である(4)燃料は混合油を使用しなけれ

ばならない(5)伐根は手撫の場合より少なくとも20

cmは高くなる。

2．集材機と索道についての次の説明のうち，正しいも
のに○印をつけなさい。

｛,)同一のもので区別はできない(2)動力がついたも

のが集材橇で，動力がついていないものが索道であ

る(3)索の張り方によって区別する(4)距離の短い

ものが索道で，長いものが雄材機である(5)索道は

一定の区間しか運ばないが，災材機は任意の区間を
運ぶ

『

3

，忽〆
‘叩"‘,胴,34ページ本の紹介つづきⅢ‘‘’'“'‘‘'，瀞"‘"卿叩''‘''Ⅲ｡

第7章化学的土壌要因

第8章土壌の微生物

第9章炭酸要因

第10章実験生態学研究の指導原理

近時，森林の物質生産および物質循環の識構の解析を

中心として更新・保育・林地肥培・地力維持・林地改良

などの主要な技術の理論的解析が展開されているが，訳

者が述べているように，物儀生産をよりどころに自然の

植物群落，さらに生態系を理解しようとする新しい生態

系生態学に対し，本書は，これに通ずあ植物生理学に基

礎をおく植物と環境との関係の把握に関する貴重な文献

である。（坂口勝美）

（森林土木）

1．次の災害地を復旧するために，普通おもに用いられ

る工種の番号を下記の工種番号表から選んで，各燕2

つ記入しなさい。

－55－



’

◇林業基本法成立

6月26日午後2時から開催された

参議院農林水産委員会において，林

業基本法の審議が行なわれ，質疑，

討論の後，4時40分衆議院から回付

された通り可決，本会議に緊急上程

されて，成立した。

◇新潟地霞の復旧材確保

新潟地麗災害復旧の資材確保につ

いては林野庁にも災害対策本部が設

けられ，長野,前橋，東京，名古

屋，秋田，青森，大阪の7局で合計

40,200m3の復旧材を放遥する準備

を整えた。

◇第2回林地肥培体験記入賞決定

日本硫安エ業会は，林地肥培協会

全林協，全森連，日林協の後援によ

り昨年から，肥培の実行または，肥

端指導を行なった体鐸己の募集を行
なっているが，その第2回募集の審

査会が6月24日，日本硫安工業協会

で行なった。入賞者は次のとおり。

1等（林野庁長官賞,賞金30,000円）

群馬県小林広

2等（15,000円）埼玉県田中順三，

新潟県高野玄峰ろ等（8,000円）

富山県谷口正尚，宮崎県菊地友平，

長野県堀川澄男佳作（4,000円）

群馬県石川智光，鹿児島県竹岳夫，

鳥取県河利善一，山梨県若林義明

ソ連林の順位は昨年通りで，数量は

1398万2千In31金額は1459ig94百万

円，輸出は，114万7千m3,1138"

千‘740万円となっている。

◇チップ39年度生産量760万m3

全国木材チップ工業連合会は，25

日東日比谷の松本楼で第8回総会を

開き，39年度生産計画纒量を760万

m3ときめた。

◇全森連外材改勢の対応策をきめる

全森連第25回総会は26日東京虎の

門共済会館で開かれ，タ財攻勢の対

策として共販体制の強化，林業基本

法の成立促進を期することを決めた

◇日本木材輸出組合輸出振興をきめ

る

日本材輸出組合第11回通常総会は

5月28日東京永田町のグランドホテ

ルで開かれ，39年度事業方針として

輸出振興と市場安定をき塗た。

凸

＝

一

一
一

◇38年度木材輸出入実績

林野庁は38年度木材輸出入の実績

（大蔵省通関統計）をまとめた。そ

れによると輸入は①ラワン，米材，

室
鍵
蕊
慧
塞
翻
霊
霊
蕊
蕊
蕊
蕊
蕊
護

婿
》
総
電
離
黙
噸
鵬
蝿
柵
識
僻
灘
縄
郷
鮴
雌
雌
恥
撫

、
し
磯
鵜
誰
駒
灘
鯏
櫟
鯨
郭
鰯
繩
綴
轆
鉦
涛
蔚
い
て
い
る

一
尋
こ
と
は
事
実
と
し
て
も
輸
入
の
増
加
と
造
林
の
停
洲
と
が
直
接
因
果
関
係
を
持
つ
の
か
、
あ

、
』
と
に
割
鼠
と
Ｌ
て
４
墹
一
ノ
α
塊
刈
と
進
剃
α
停
洲
と
か
直
擢
医
果
藤
係
を
持
つ
の
か
、
あ

る
い
は
労
務
不
足
や
苗
木
な
ど
、
諸
物
価
高
臓
が
主
因
な
の
か
、
そ
の
他
に
原
因
が
あ
る
の

・
か
実
ば
ば
っ
き
り
し
幸
を
ん
。
と
す
れ
ば
、
輸
入
と
造
林
と
の
関
係
は
輸
入
を
押
え
れ
ば
造

〉
諦
唖
榊
稚
唾
畦
軸
権
垂
禅
蹴
な
見
方
で
な
く
、
政
策
的
視
点
に
立
っ
て
整
理
す
る
こ
と
が
妥

国
際
分
業
と
称
せ
ら
れ
ま
す
が
、
お
油
や
羊
毛
あ
る
い
は
鉄
鉱
石
等
と
違
っ
て
木
材
は
国

内
に
あ
る
資
源
で
す
。
今
は
と
も
か
く
将
来
は
、
国
内
だ
け
で
十
分
に
供
給
可
能
な
資
源
で

す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
輸
入
を
前
提
に
し
て
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
掛
重
な
外
貨
を
消
饗

す
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
の
林
業
発
展
の
水
準
を
現
状
に
固
定
し
、
林
業
従
事
者
の
地
位

の
向
上
や
、
地
域
の
発
展
に
と
っ
て
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
要
因
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
輸
入
は

絶
対
に
排
除
す
る
と
い
う
方
針
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

外
材
が
輸
入
さ
れ
る
の
健
需
要
の
増
大
↓
供
給
量
の
不
足
↓
価
格
の
騰
貴
↓
輪
出
国
と

の
格
差
の
発
生
↓
取
扱
い
マ
ー
ジ
ン
の
発
生
↓
輸
入
、
と
い
う
形
を
と
り
ま
す
か
ら
、
こ
の

ど
こ
か
で
手
を
打
て
ば
押
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
供
給
量
を
増
さ
な
い
で
輸
入
を

押
え
・
る
と
、
肝
心
の
市
場
が
他
の
非
木
質
代
替
品
に
荒
さ
れ
て
し
ま
い
元
も
子
も
失
う
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
位
な
ら
外
材
を
四
割
で
も
五
割
で
も
入
れ
て
木
材
の
分
野
を
確
保
し

て
お
き
、
そ
の
間
に
供
給
量
増
大
の
措
撒
を
と
り
、
そ
れ
か
ら
外
材
を
馳
逐
す
る
方
法
を
と

る
方
が
林
業
界
に
と
っ
て
は
好
富
し
い
と
い
え
ま
す
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
に
は
将
来
価
格
で
勝
負
で
き
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
て
の
話
で
、
こ
れ

が
な
け
れ
ば
わ
が
林
業
は
外
材
に
雛
棚
さ
れ
っ
ぱ
な
し
に
な
り
ま
す
。
勝
負
す
る
た
め
に
は

安
い
価
格
で
供
給
で
き
る
経
営
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
が
先
決
で
、
こ
れ
に
は
も
ろ
も
ろ
の

施
策
が
綜
合
的
に
実
施
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
林
業
の
総
造
改
善
が
進
む
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

な
か
で
も
エ
場
生
産
に
お
け
る
設
備
と
操
業
度
に
相
当
す
る
人
エ
林
率
を
引
上
げ
る
こ
と
が

肝
心
で
す
。

こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
闇
は
安
い
外
材
に
よ
っ
て
代
替
品
の
進
出
を
押
え
る
一
方
国
の
助

成
、
指
導
と
林
業
家
の
努
力
に
よ
っ
て
戦
力
？
た
る
資
本
蓄
積
を
進
め
、
一
旦
秋
来
り
な

ぱ
主
権
を
奪
還
す
る
ｆ
い
を
展
開
す
る
訳
で
す
。

滞
要
が
伸
び
輸
入
が
増
父
れ
ぱ
、
わ
が
戦
力
の
厚
象
も
よ
り
加
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
兵
端
線
と
も
い
う
べ
き
造
林
を
進
め
る
た
め
の
労
力
は
減
少
し
、
諸
物

価
は
上
が
り
、
困
雌
性
は
増
大
し
て
き
ま
し
た
。
か
つ
て
の
よ
う
に
利
益
が
材
価
の
商
騰
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
時
代
は
過
ぎ
去
り
、
経
営
に
対
す
る
創
意
と
努
力
の
承
が
そ
れ
を
も
た
ら

す
時
代
が
、
外
材
と
共
に
訪
れ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
（
影
法
師
）

外
材
と
造
林
推
進

■
己
唖へ
』

、

－石6－



第18回通常総 〈
云

5月29日（金）午後1時から東爵猪I千代田区六番町主

婦会館ホールにおいて開催。会員95名が出席して磯大に

行なわｵ1,た。

総会は，石谷理事長の挨拶についで第10回林業技術賞

の表彰，第10回林業技術コンテスト入選者に対する撤状

ならびに猫品の授与を行なった。

表彰が終って総会議事に入り，千葉県林務課長杉下卯

兵衛氏を譲長に選び，下記の通り4議案および報告事項

について審議決定および承認された。

総会議事終了後，引きつづいて財団法人林業科学技術

振興所の第3回林業技術振興戯授賞式と受賞者の記念諦

演が行なわれた。

その後映画「原子力と日本」を上映し，午後5噸子辮

終了した。

第'8回通常総会決議公告

昭和39年5月29日開催の本会第18会通常総会において

次の通り決畿されたので会員各位に公告します。

昭和59年5月29日

社団法人日本林業技術協会

理事長石谷憲男

記

議案鐙よび報告事項

議案

第1号議案昭和59年度業務報告並びに収支決算報告の

件

報告（別記）の通り承認可決

第2号議案40周年記念事業の決算報告の件

報告（別記）の通り承認可決

第5号議案昭和39年度事業方針並びに収支予算の件

原案（別記）の通り可決

第4号議案昭和59年度入金の限度額に関する件

本年度借入金の限度額を2,500万円とする

ことを決議

第5号議案役員任期満了につき改選の件

次の通り謎出した』

鐸

中央理事

没名氏名重任所 属

長
事
事

事

事
誕
認
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
″
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

理
専
常

理

石谷憲男

綴原茂

成松俊男

石井佐吉

牛山六郎

横瀬誠之

篠崎義徳

高桑東作

松形祐尭

竹原秀雄

沢田秀邦

佐藤大七郎

遠藤嘉数

山村誠治

小田精

田村栄三

公平秀蔵

大友栄松

木幕六郎

夏目正

飯島富五郎

伊藤昇一

渡辺敏雄

重
重
頭

林野庁林産課

〃職員課

〃計画課

〃研究普及課

〃業務課

科学技術庁

林業試験場

東京営林局

東京大学

林総協

王子製紙山林部

林野庁業務課

〃造林保護課

〃監査課

林業試験場

東京都林務課

東京艇工大学

東京教育大学

十条製紙山林部

本州製紙山林部

』

壷
電
電
誼
砿
電
璽
砿
重
重
重
重
重
重

Z

一公

重
電

－37－



理事

〃

塑
軍
三井木材工業株式会社

谷藤機械工業株式会社

林野庁監査課

王子造林株式会社

吉田博

谷藤正三

今道力

筧正二

運営賛

事業外饗用

期首棚卸品

当期剰余金

計

（6,309,126）

5，979，585

1,856,575

4,150,655

142,327.575

監 事

〃

地方理事

支部

寺

益金
蝿事

会費収入8,067.294円

事業収入121,535.622

一般事業収入（51,760,971）

航測事業NX入(89,574.651)

航測検査収入6,474,535

航測指導研究収入149,200

その他収入2,525,544

期末棚卸品3，5ろ2.656

40周年記念事業剰余金242,722

計142,327,5霜

(2)貸借対照表（昭和39年3月51日現在）

借方

旭川営林局支部

北見〃

帯広〃

札幌〃

函館〃

北海道支部

北海道大学支部

青森営林局支部

秋田営林局支部

山形県支部

前橘営林局支部

福島県支部

東京営林局支部

長野営林局支部

長野県支部

名古屋営林局支部

愛知県支部

大阪営林局支部

奈良県支部

高知営林局支部

樹知大学支部

熊本営林局支部

宮崎県支部

良
辺
奈
渡
英
洋

一
一
一
一

凸
●
〕

松 岡明

中村知吉

《
卦小関隆棋

浅
加
林
川
岡
柳
高

野正昭

藤貞

正人

床典輝

島呉郎

本一彦

橋信太郎

流動溌應

現金・預金

売掛金

未収入金

棚卸品

有価証券

固定資産

部分林勘定

土地・建物

什器術品

設備

雑賓産

仮払金

未経過勘定

計

織

5,807.49ろ円

5,629.258

52,905,722

3．532，656

875．000

和
荒
高
矢
福
川
岩

次
郎
幸
康
郎
吾
喜

英
一
正
雅
次
修
正

田
木
柳
野
田
崎
岡

〆

2,744,830

20,044､609

11．655，710

1．211．0“

へ－－

1．179，8“

64，796

85．628．982

昭和38年度収支決算報告

(1噸益計算書(皇雛耀罷目）
方

損 金
流動負徹

借入金

未払金

支払手形

借受・頂り・剛j受金

引M1金

貸倒率附金

価格変動準俄金

納税引對金

還元費

事業費

一般事業費

航測事業饗

航測検査費

航測指導費

一般管理費

人件費

5,942,533P]

92，097．429

(27,575,510)

(64,521.919）

11ワ､262

245，695

51，940，041

(25,630.915）

11,500.000円

28，018，085

8.877,6弘

495，638

200,000

200,000

1，571．750

－58－
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(2)会員の碓保についての施策を識じる。

(3)会員と支部ならびに本部の緊密な連係を主体とする

組織の改善を図る。

(4)会誌の改善についてさらに検討を加える。

2林業技術振興に関する事項

(1)各種研究会または協議会を設けて林業技術の振興を

図る。

(2)林業技術に関する相談や指導に関する施鍬を推進す

る。

(3)海外林難技術との交流，ならびに林業技術の海外進

出に関する協力体制。

(4)他部門の科学技術会団との協調を図り林業技術の総

合的な発展を期する。

5航空写真測瞳に関する事項

林業における航空写真利用の高度化を図るための調査

研究を進める。以上

昭和39年度予算

収入

款項

基本財産

基本財産5,982,631円

通常財産

還元財産9,216,128

退職給与引当金4,500,000

設備拡充積立金8,500,00O

繰越剰余金2.618.561

当期剰余金4,150,655

計85,682.982

(3)財産目録（昭和59年5月51日現在）

〃

月

資 産

現金・預金

売掛金

棚卸品

有価証券

部分林勘定

土地建物

什器備品

設備

仮払金

未経過保険料

未経過利息

計

負償

借入金

未払金

支払手形

前受・預り・仮受金

小計

正味財産

合計

5，807．495

5.629,258

5,532．656

875，000

2,744,830

20,044,609

11，635，710

1，211，044

1，179．864

59．056

5.740

85,628.982

へ

9,520,000円

30．056．000

77､288，000

300，000

7,496.000

720，000

125．380．000

会費収入

一般事業収入

航測事業収入

航測指導収入

航測検査収入

その他収入

費収入

業収入

会
事

航測指導収入

航測検査収入

その他収入
11．500，000

28，018．085

8，877．634

493，558

48､889，257

36,739，725

85，628．985

｡

計

支出

款 項
牙 一 一一

6,258,000円

24,055.000

47．726，000

415．000

配0，000

50,151.000

9．590,000

862，060

5，150，000

1，163，000

125,380,000

識‘ 還元饗

一般事業費

航測事業費

航測指導研究饗

航測検査饗

人件費

運営費

事業外費用

財産費

予備金

謎
饗

元
業

還
事

昭和39年度事業予算方針 航測指導研究擬

航測検査饗

一般管理饗
わが国林業の目標は，国民経済の成長発展と社会生活

の進歩向上に則応して林業の発展と林業従事者の地位向

上を図り併せて国土の保全に寄与することでああ。これ

を達成するためには林業技術の向上が絶対的な喫件であ

って，本会の果すべき責務はきわめて大きい。

この機会において，本会は,15,000有余の林業技術者

総合力の結集によって，一層林業技術向上を図ることに

主点を置き，これにふさわしい施策を識じあことを基本

として本年度事業方針を次の通りとする。

1会員ならびに支部に関する事項

(1)会員倍増計画の推進を図る。

財
予
産
備
磯
金

計

－59－



第10回林業技術賞

本会では毎年(1)林業器具，機械設備等の発明考案また

〈よその著しい改良，(2)研究，調査，著作，(3)林業技術実

施の現地業積の各項について実地に応用または，普及さ

れて，林業の振興に貢献し，功積が大きかったと認めら

れる莱績に対して，林業技術賞を贈呈して表彰している

が，第10回林業技術賞は5月12日審査員12名により対象

業織12件について慎重に審査を行なった結果，下記のと

おり受賞者を決定し，本会総会の席上で授賞式を行なっ

た。

ざ

4

名 ’現 ’氏 職 績業

１
１

鈴
小
中

隆
初
照

木
泉
原

司
雄
雄

愛知県岡崎森林治水事務所

北見営林局置戸営林署製品事業所主任

兵庫県林業試験場

治山技術の改善

トラクター集材用搬器の考案改良

クリの山地栽培技術の向上
’

《
》

第10回林業技術コンテスト a

本会主催，農林省後援，林業新聞社協賛による第10回

林業技術コンテストは5月28日9時から東京営林局会議

室で開催された。参加者は各営林局支部から選ばれた担

当区主任，事業所主任ならびに各府県支部の林業改良指

導員15名で，それぞれ優れた研究，調査，考案の成果を

持ちよって発表を行ない，15名の審査員によって次のよ

うに入賞者が選ばれた。

なお，本会総会の席上で入賞者の表彰および林業新聞

社瀞脳の参加賞の贈呈が行なわれた。

－
０
－

－

｜氏名｜賞 ｜発表所 属

長野営林局松本営林署湯川製品事業所主
任

前橘営林局中之条営林署調査係長

帯広営林局白籍営林署造林係長

熊本営林局武雄営林署東山代担当区主任

函館営林局森営林署鳥崎製品躯業圃注任

奈良県林業改良指導員

大阪営林局尾鷲営林署長嶋担当区主任

テ 一一マ

林野庁長官賞

〃

〃

林業技術協会賞

〃

〃

〃

丸口達雄

佐藤幸夫

野越昭三

野ロ好郎

日野脩

野崎孝平

原一郎

丸口式自動繋留器について

東寒乾風害の予防に関する試験

春植付のための準備植穴掘作業について

製瀞瀦脇繍鯉芳漣ﾘﾝ↑
ウエルエンドレス式索張り方式について

辺地林業地帯に鈴ける普及活動の諸問題

石灰チッソ撒布による羊歯の枯殺と造林
木に及ぼす肥料効果について’’

－40－



p●■09.q画vpQPcqQeDB的,■▽

り

げ

や

？

星

第12回林業写真コンクール作品募集

主催日本林業技術協会・全国林業改良普及協会

後援農林省・林野庁

協賛富士フイルム株式会社

：1．題材

；森林または林業から主題をとったもの
：例:森林の生態,動植物,育苗,造林,保育,伐採,擬出,製材,製炭,木材ｴ業,特殊林産,林道,治山，；

被害，山村の生活，観光資源としての森林

：2区分

：第1部1枚写真黒白写真四ツ切

i第2部組写真キャビネ~全紙1組'5枚以内黒白写真
；第5部スライド黒白またはカラー35ミリコマまたはス1,リップ1本ろ0~50コマ説明台本1通添付テ：

一プ付も可

i3.応募規定

；（1）応募資格応募者はは職業写真家でないこと．応募作品は未発表のものに限る
；（2）応募点数制限しない

：（3）記載事項ハガキ大の紙に下記事項を書いてこれを作品の下には為（第3部は不要）
1．部門別2．題名3．内容説明4撮影年月日5．撮影場所6．撮影データ（使：
用カメラの種類,天候,絞り，露出，フィルター,説明,使用フイルム,現像薬,その他特殊：
記事項)7．作画データ（使用印画紙の種類,現倣薬,その他特記窺項)8．住所氏名,性別；

：職業，年齢

：（4）〆切昭和40年2月末日（当日消印のものを含む）
；（5）送付先東京都千代田区六番町7社団法人日本林業技術協会
；（6）1－第1部,第2部の応募作品は返却しない｡その印画の使用は主催者の自由とする。入賞作品の版権は：
§
： 主催者に属するものとし必要に応じてネガの提出を求めることがある。

；2．第5部の作品は審査後返却する。主催者はこれを一般公開用スライドの原作として採用することがあ：
＃る。採用条件については応募者と協議のうえ決める
i

：4．審査員（順不同，敬称略）

：山岳写真家塚本閣治農林ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄｾﾝﾀー 社長八原昌元林野庁林政課長黒河内修林|：
§野庁研究普及課長伊藤清三日本写真家協会会員八木下弘全国材譲改良普及協会専務理事原忠平|；
：日本林業技術協会専務理事松原茂
：5入選者の決定と発表

：審査は昭和40年5月中旬に行なう｡発表は日本*蟻技術協会発行の耐藻技術｣,全国林業改良普及協会発行の；
；「林業新知識」または「林業現代」誌上。作品の公開は随時同誌上で行ない適当な機会に展覧会を開く
§

；6．賞

；第1部特避1名農林大臣賞賞金･10,000IW(注〕各部門とも入選者には協賛団；
層1勝5名林野庁長官賞賞金5,000円体から副賞（賞杯，または記：
；

2席5名日本林業技術協会賞賞金5,000円念品）を贈呈する。同一者が：E
§ 3席10名賞金2,000円同一部門で2点以上入選した言
佳作20名記念品場合,席位はつけるが賞金，：

：第2部特選1名農林大臣賞賞金20,000円賞品は高位の一点だけ贈呈す；
1膳1名林野庁長官賞賞金10,000円る。
2席1名全国林業改良普及協会賞賞金5,000円

ろ席5名賞金3,000円

；第5部特選1名農林大臣賞賞金30,000円
§1席1名林野庁長官賞賞金15靭000円：
胃 号

§2席1名全国林業改良普及協会賞賞金10,000円
量
目 ろ 席5名賞金5,000円；
§－.…_……….……."…‘‘…‘"……"""…"….…"""‘"""","..,…,"….‘,..…．.’.．"._.““､-....….…..._._…..…..."""","..‘
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出席者は下記の支部幹事ならびに

本会から松原，成松，林，橋谷，八

木沢，片山。

出席者（支部）は次の通り。

宮川弘眺見局)，佐藤与吾（札幌

局)，斎藤惣三（函館局)，遠藤昭

(青森局)，磯部仕吉（秋田局)，田

中伍郎（秋田局)，片岡芳男（東京

局)，棚本一彦（長野局)，柳原利夫

(長野局)，中島鎌次郎（大阪局)，

岩井要（高知局)，金沢深(前橋局)，

入月貞夫（東京都)，黒沢光男（神

奈川県)，上条伝吾（長野県)，石神

稔夫（岐阜県)，大野敏明(岐阜県)，

小松武夫（静岡県)，小熊弘一（愛

知県)，金森亮太郎（滋賀県)，神庭

清（埼玉県)，辺見茂八（福島県)，

雨宮正（山梨県）

支部会員数
・一

挙
画
一一

一
一

霞§悪|支部名|環s悪支部名

北海道

青森

岩手

宮城

秋田

山形

福島｜

茨城

栃木

群馬

埼玉

千葉

東京

神奈川

新潟

富山

石川

福井

山梨

長野

岐阜

静岡

愛知

三霞

滋賀

京都

大阪

兵庫

奈良

和歌山

鳥取

島根

岡山

広島

山ロ

徳島

香川

愛媛

高知

福岡

佐賀

長野

熊本

大分

宮崎

鹿児島

沖繩

ｗ
鏥
酒
把
卯
岬
刎
瀝
幽
布
距
ｗ
叩
弼
“
ぬ
卯
馴
蛎
的
記
ｗ
硬
記
ｗ
ね
灼
循
略
的
的

１

１
１

１

１
１
１

２
２
１
１
１
１
１
１
１

174

280

200

92

104

43

167

150

121

65

85

155

90

124

95

9

、

◇第2回常務理事会

5月25日（土）正午から本会和室

会雑室で開催。

臓席者：械瀬，玉木，池田，竹原，

松形，趣蕊の各常務理事と本会か

ら石谷，松川，松原，成松。

◇第1回理事会

5月29日（金)10時から本会和室

会議室で開催。

鯛席者：杉下卯兵術，牛山六郎，横

瀬誠之，高桑東作，松形裕尭，池

田伍六，大友栄松，夏目正，飯島

富五郎，山村誠治，森川通誠，佐

藤宏，浅野正昭(代)，林正人(代）

川床典輝(代)，荒木一郎(代)の各

理事と本会から石谷，松川，松原

成松。

◇第3回林業技術編集委員会

6月11日（木）12時30分から本会

新館会議室で開催。

出席者：鈴木(郁)，遠藤，石崎，中

村，湯本の各委員と本会から松原

八木沢，中元。

◇支部幹事会

5月50日（土）午前10時から12時

まで本会新館会議室において開催，

支部分会事務処理要領の改正，その

他事務連絡打合わせを行なった。

■
ウ

1

《
》

旭川局

北見〃

帯広〃

札幌〃

函館〃

青森〃

秋田〃

前橋〃

東京〃

長野〃

名古屋

大阪〃

高知〃

熊本〃

225

87

176

299

318

436

592

578

358

666

290

402

649

590

一 三

会喪について

正会員年額600円(学生400円）

特別会員〃1,000円

（4月1日～翌年ろ月末）

正会員の会饗は，前期分について

は，6月末室でに，後期分について

は，12月末までにお納めいただくこ

とになっておりますので，よろしく

お願いします。

なお，転居の節は新，旧，住所を

お知らせ下さい。

△

一
一

鯵編集室から。鷲鵲鱒蕊鴛雛
きが，より緊密になることを願って，モニター制度を採

用いたしました。これは各支部から1名づつのモニター

を雛せんしていただき，その方凌に折にふれて，会誌へ

の注文，読後感などをご寄稲願い，会員の意向を反映し

た編集を行なおうという考えの下に生まれたものです。

発足以来半年を経過しましたが，現状をお知らせします

と，モニターの数38名，寄せられた通信52通（同じ一通

でも大変長いのもある）です。数の上ではそうでもない

ようですが，通信の内容は多種多様なかなかの盛況で

す。内容を類別してご紹介したかったのですが，一度に

は不可能ですので，逐次本誌に掲載することにいたしま

す。モニター各位のご協力を感謝いたします。（八木沢）

昭和39年7月10日発宿

林業技術第268号
編集発行人松原茂

印刷所大日本印刷株式会社

発行所社団法人日本林業技術協会

東京都千代田区六番町-上番地
砥贈（261）5281(代)～5

（掘替東京60448稀）
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株式会社朝日製綱所
大阪市粟区北浜3丁目5番地(大阪神鋼ビﾙ）電爵大阪(202)6091~6094.5580
大阪府泉佐野市鶴原2028番地の2電話馴劉局505･506･290,2483岸貝②7432
束京榊i!央区西八丁鯛2丁目19瀞地の2篭話(551)4103･4104･5487

本社
工場
東京支店I

－－訂画一■＝.一剣－9■

一

’■
△
６

P

鐘

I

Ｉ’
一

蕊
験
績
経
実
の
の

吉
同
盲
同
‐

冒
取
壹
取

力 ／車、

第
一Ｇ信用

新案特許

ブ

Sカーブ索道

ツキヂ式索道測量設計施工

築地索道工業株式会社
本社工場静岡市松富下49の1篭代表（53）7r58

営業所静岡市祇富下345電代表(53）7159
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一ー

林業に従事し林学に志す者がまず必要とするのは，その対象物であ

る棚木についての正しい知識である。しかし日本にはその地理的地

形的特徴のため亜熱帯から寒帯堂での植物が分布し，その禰類は非

常に多く，その各去を手にとって熟知することはなかなか容易なこ

とではない。したがって樹木の形状，特徴を亟確に記戦した図鑑類

が必要となる。本譜の特徴はかかる見地から満足できるよう樹木の

成長過程を原図をもって記述し，その分布地をまで網羅した比類な
き籍である。学校図群館，研究所，産業会社の伽品として最適!！

⑮林野庁監修

⑮日本林業技術協会編集

一豪華特製本一

A4判

定侭7'500門(蕊鯛
原色図100葉分布図112葉
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伊藤萬株式会社機械部
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新 製品発売〃

6万円台のチエンソー

カタログ進呈

I

１
１ 皿

画期的新製品《D-25》の発表を期にクリン
トンチエンソーは全製品の値下を断行いたし

ました。買いやすくなったクリントンチエン

ソーを、この機会にぜひどうぞ､ノ

■《D-25》は小型、幟賦で取扱いが非常に梁にで

ぎます。

■ダイレクトドライブ方式ですので､、どんな位置で、

も切断が容易です。

■クリントン独自のローラーチップはチエンがへら

ず、速度アップ．巻れます。

■世界一エンジンがかかりやすく、御婦人にも禰単

に操作できます。

林業の近代化・機械化は
〃クリントン〃で．／

日本クリントンエンジン株式会社
束束拙千代｢11区布梁IIIj.1の10={周ピル209(591)5038･5039
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